
火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

個 人 賠 償 責 任 補 償

自転車保険入ってますか？

年額

交通共済交通共済

相手の方への補償も
追加でご加入になれます。
例：自転車で相手の方にケガを
させてしまった  など

※別途保険料が必要です

ご自身の補償
年齢制限なし

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

お見積り無料
詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。

※組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

（有）西宮協同サービスからのご案内

詳しい資料をお送りいたします。 まずはお気軽にお電話で！

兵庫県では
2015年10月1日から

義務化
されています

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険
集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さんなら

スマホでも
簡単アクセス

0120-24-9431通話料
無　料

西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください 西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス

営業時間
（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）

〒662-0914 西宮市本町5番33号

9：00～17：30

初　校
3／21

2　校
3／25

3　校
／

4　校
／

5　校
／

OY06082 宮っこ　5・6月号広告

「笑顔 元気 さわやかな挨拶」
ひろっぱも大活躍！ 広田小学校

今月の表紙〈広田地域〉
あい さつ

N
o.391  2025 年

5・
6 月
号
　
令
和
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2025）年

5月
1日
 通
巻
391号

　
編
集・発

行
／
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会（
☎
0798‒35‒3458）　

391
May‒June 2025
5·6

西宮市民がつくる地域情報誌

（西百無）第0026号

（西宮浜地域）

阪神・淡路大震災後に
できた住宅地

写真でつづる西宮の歴史・風景：

芦
　
原

芦　　原

芦
原
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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C o n t e n t s

5・6月号 May-June 2025, No.391

今月の表紙 112
「
笑
顔
　
元
気
　
さ
わ
や
か
な
挨あ

い

拶さ
つ

」

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
っ
ぱ
も
大
活
躍
！

 

広
田
小
学
校

広田
地域

　「
ひ
ろ
っ
ぱ
」は
、緑
豊
か
な
広
田
小
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
、

葉
っ
ぱ
の
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。令
和
元
年
度
児
童
会
が
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
募
集
し
、
当
時
2
年
生
だ
っ
た
児
童
が
応
募
し
た「
ひ
ろ
っ
ぱ
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
児
童
会
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
、学
校
の
横
断

幕
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
、児
童
た
ち
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。昨
年
の
体

育
会
前
に
は
、教
師
間
の
団
結
力
を
高
め
る
た
め
、「
ひ
ろ
っ
ぱ
」の
イ
ラ
ス

ト
を
入
れ
た
そ
ろ
い
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も
作
り
ま
し
た
。「
ひ
ろ
っ
ぱ
」は
、教

師
間
で
も
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
の
夏
休
み
に
、考
案
者
の
祖
母
が
フ
ェ
ル
ト
で
作
っ
た「
ひ
ろ

っ
ぱ
」を
寄
贈
し
て
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
人
の
手
に
よ
る「
ひ
ろ
っ
ぱ
」が
増

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
で
き
た
住
宅
地　
西
宮
浜
地
域

地
域
版
本
誌
中
央
の
ペ
ー
ジ

西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
26
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
編
集
員
が
独
自
に
企
画
・
編
集
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

地
域
活
動
大
好
き
！

上
甲
子
園
小
学
校
６
年
生

　
　
　
　
　
（
甲
子
園
口
地
域
在
住
）

 
松
本 

碧
生 

君
・
瀬
山 

成
稀 

君
・
早
田 

晴
陽 

君

「
分
電
盤
の
点
検
に
行
き
ま
す
」の
電
話
か
ら
始
ま
る
勧
誘
に
注
意

今
か
ら
考
え
て
お
き
た
い「
デ
ジ
タ
ル
終
活
」

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

第
17
回　
幻
の
大
仏
鉄
道
遺
構
巡
り

 

（
京
都
府
木
津
川
市
〜
奈
良
県
奈
良
市
）

 

イ
ベ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

02
写
真
で
つ
づ
る
西
宮
の
歴
史
・
風
景

04
マ
イ
タ
ウ
ン 

ト
ピ
ッ
ク
ス

14
夢
を
追
う
宮
っ
子
た
ち

16
く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

19
知
り
た
い
・
聞
き
た
い　
宮
っ
子
広
場

21
ち
ょ
っ
と
ぶ
ら
り
旅

22
Ｅｖ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｂｏ
ｘ

24
読
者
の
た
よ
り
／
お
知
ら
せ

登校する子どもたちを迎えるひろっぱに、
「おはよう」とハイタッチ ！仲間が増えたひろっぱ

え
続
け
て
い
ま
す
。

竹
内
ひ
と
み
校
長

は
、
毎
朝「
ひ
ろ

っ
ぱ
」を
手
に
南

門
に
立
ち
、
登
校

す
る
児
童
た
ち
に

声
を
か
け
て
い
ま

す
。「
ひ
ろ
っ
ぱ
」

の
活
躍
も
あ
っ
て
、

広
田
小
学
校
の
合

言
葉「
笑
顔
　
元

気
　
さ
わ
や
か
な

挨
拶
」
が
、
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い

き
そ
う
で
す
。
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阪神高速5号湾岸線
西宮浜義務教育学校西宮浜義務教育学校

西宮浜
総合公園

西宮浜公民館西宮浜公民館

新西宮ヨットハーバー

西
宮
大
橋御前浜橋

みやっこキッズダム

杜のまち杜のまち 桜のまち桜のまち
花のまち花のまち

港のまち港のまち

海のまち海のまち

浜辺のまち浜辺のまち

丘のある
街

丘のある
街

西宮浜産業交流会館

　昭
和
61
年
ご
ろ
に
な
る
と
東
側

の
埋
め
立
て
は
終
わ
り
、
建
物
が

建
ち
始
め
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い

に
目
を
向
け
る
と
、
右
端
に
今
津

港
、
中
央
に
西
宮
港
、
左
寄
り
に

夙
川
河
口
が
見
え
ま
す
。
西
側
は

ま
だ
工
事
の
真
っ
最
中
で
す
。

　現
在
の
御
前
浜
橋
（
跳
ね
橋
）

が
で
き
る
前
、
西
宮
大
橋
が
通
行

止
め
に
な
り
、
仮
設
の
道
路
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
船
が
通
れ

る
よ
う
に
橋
を
造
り
、
今
の
姿
に

な
り
ま
し
た
。

　西
宮
浜
街
づ
く
り
起
工
式
が
、

震
災
1
年
後
の
平
成
8
年
6
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
平
成
10
年
3
月
に

街
び
ら
き
し
、
現
在
は
戸
建
て
と

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
た

七
つ
の
ま
ち
が
あ
り
ま
す
。

　震
災
後
、
西
宮
浜
北
西
地
区
に

仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
被
災

し
た
人
た
ち
が
引
っ
越
し
て
来
ま

し
た
。
こ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
生
ま

れ
ま
し
た
。

西
宮
マ
リ
ナ
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

起
工
式

西
宮
大
橋
の
仮
設
道
路

震
災
後
、仮
設
住
宅
建
設

〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
で
き
た
住
宅
地
〜 

西
宮
浜
地
域

　西
宮
浜
地
域
は
、西
宮
市
南
西
部
に
あ
る
人
工
島
で
す
。西
宮
浜
1
〜
4
丁
目
に
西
宮
浜
産
業
団
地
の
企
業
が

広
が
り
、4
丁
目
の
一
部
に
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
に
よ
る
住
宅
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
、平
成
10

（
1
9
9
8
）年
に
街
び
ら
き
し
た
西
宮
マ
リ
ナ
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
充
実
し
、

街
に
は
ア
ー
ト
作
品
が
あ
っ
た
り
、冬
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
美
し
く
、桜
、海
、ス
ポ
ー
ツ
&
レ
ジ
ャ
ー
の

名
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　昭
和
35
（
1
9
6
0
）
年
ご
ろ
、

西
宮
浜
は
ま
だ
埋
め
立
て
工
事
前

で
し
た
。
御
前
浜
か
ら
突
き
出
る

よ
う
に
防
波
堤
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
波
の
高
さ
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
今
津
港
の
地
先
に
西
宮
浜
が

で
き
ま
し
た
。
防
波
堤
の
位
置
は
、

現
在
の
西
宮
浜
埋
立
地
北
岸
辺
り

に
な
り
ま
す
。

　平
成
7
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
西
宮
浜
の

大
動
脈
で
あ
る
「
西
宮
大
橋
」
が

通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

西宮港にヨットが浮かんでいます

先行して東側から埋め立てられました

通
行
止
め
の
た
め
、迂
回
路
の
案
内
看
板
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。下
写
真
は
現
在
の
西
宮
大
橋

御前浜橋（跳ね橋）の南側から見たグラウンドと海沿い
の散策道

仮設住宅が建設されました

写
真：「
に
し
の
み
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」よ
り

歩行者自転車専用道路になりました 西宮浜から北側を眺望。住民の生活に欠かせない道路
でした

落ち着きのある住宅地になりました 関係者が集まり、広大な敷地での起工式

いるか幼稚園の西（右）になぎさ保育園 広大な土地に看板がポツリ

う
か
い
ろ

　建設開始当初、広大な土地に看板がポツリ。
当時はデジタルカメラもなく、フィルムカメ
ラで節約しながら撮影していた貴重な写真
です。現在、阪急学園いるか幼稚園の隣には、
なぎさ保育園もあり、無邪気で元気な声が
聞こえてきます。

西宮マリナパークシティ建設中西宮マリナパークシティ建設中

埋
め
立
て
工
事
前
の
西
宮
浜

産
業
団
地
の
建
設
が
始
ま
る

西
宮
大
橋
が
通
行
止
め

広告
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駅伝で全国大会出場おめでとう　駅伝で全国大会出場おめでとう　
朝日小都子さん朝日小都子さん 新春懇談会新春懇談会

西宮山口ジュラシックレース2025西宮山口ジュラシックレース2025

　3月に瓦木中学校を卒業した朝日
小
こ

都
と

子
こ

さん。1月に京都市で開催さ
れた皇后盃第43回全国都道府県女
子対抗駅伝競走大会に、2年連続で
兵庫県代表として出場し、中学生区
間（第8区）を走りました。
　宿舎では日本の中距離種目の第一
人者といわれる田中希実さんからア
ドバイスを受けたり、田中さんの食

事内容を垣間見たりして勉強になったそうです。レースではライ
バルチームの選手に競り勝つ素晴らしい走りを見せ、アンカーを
務める田中さんにたすきを渡しました。
　中学校3年間を振り返り、「いつも温かく支えてくれる家族、
故障することないよう大切に指導してくれた先生方、励まし合っ
て共に練習してきた仲間たちに感謝の気持ちでいっぱいです」と
笑顔で話しました。そして、高校でも陸上を続けていくとのこと。
これからも応援しています。

　ティラノサウルス大集合と銘打ち、北六甲台地区青愛協
主催の「西宮山口ジュラシックレース2025」が、1月12
日に山口ホールで開催されました。
　レースに参加するティラノサウルス（以下、ティラノ）は、
成竜のオス（中学生以上の男性）、成竜のメス（中学生以
上の女性）、幼竜の部（小学生の男女混合）、たまごの部（未
就学児の男女混合）の4部門です。「ティラノさんのジュ
ラシックレース」に始まり、「恐竜〇×クイズ」「ティラノ
さんがころんだ」など、盛りだくさんのイベントでした。
　当日は会場に笑い声が響き、参加した全員が楽しい時間
を過ごしました。

山 口

瓦 木 今 津

　今津連合福祉会は、2月22日にホテルヒューイット甲
子園で新春懇談会を開催しました。石井登志郎西宮市
長をはじめ、県・市議会議員、地域企業代表など来賓
15人、各町会役員、団体役員110人余りが参集しました。
　花柳泰姿菜さんの祝舞「鶴の寿」の後に第1部が始
まり、浅尾文昭今津連合福祉会会長のあいさつで、事
業活動への協力に対してお礼の言葉がありました。続
いて、地域福祉活動功労者の4人に表彰状が贈られま
した。
　第2部では、大
関・長部訓子社長
の乾杯で祝宴が始
まり、おいしい料
理を食べながら、
各テーブルでは交
流の輪が広がり盛
り上がりました。

ティラノさんがころんだ

食事をしながら交流を深めました

大会で懸命な走りを披露した朝日さん
（3月・瓦木中学校にて取材、撮影）
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地域フォーラム  震災30年を振り返る地域フォーラム  震災30年を振り返る

40着の子ども用ライフジャケット届く40着の子ども用ライフジャケット届く
―武庫川漁業協同組合から――武庫川漁業協同組合から―

苦楽園小学校　「防災教室」苦楽園小学校　「防災教室」

おにぎり食堂おにぎり食堂

　第32回地域フォーラム・塩瀬地区市民会議が2月15日、
塩瀬公民館で開かれました。「防災・減災について考える
～私たちにできること、すべきこと～」をテーマに掲げ、
今回で11回目を迎えました。今年は阪神・淡路大震災か
ら30年目の節目の年でもあり、今一度、原点に立ち返ろ
うと、市・防災危機管理課の松田成弘担当課長を講師に迎
え、防災のイロハを学びました。

　また、今回は
グループ討議が
復活するなど、
フォーラムの名
にふさわしい形
式となり、この
震災30年を振
り返りました。

参加者からは、日頃の備えや人と人とのつながり、コミュ
ニティーづくりの大切さなど、さまざまな考えが披露され、
防災のポイントを再確認し合いました。

　武庫川漁業協同組合か
ら生瀬地域コミュニティ
協議会に対して、子ども
用ライフジャケット40
着の贈呈がありました。
　武庫川漁業協同組合は、
毎年アユの稚魚放流を
行っており、その事業に
生瀬幼稚園と生瀬ぽぽこ
ども園の園児たちが参加しています。日頃、武庫川に近づ
くことさえない園児たちにとって、放流事業に参加するこ
とは、またとない環境学習の場になっています。
　以前、『宮っ子』にこの事業に関して掲載し、漁業協同
組合の広報活動に寄与したことが、今回の贈呈につながり
ました。今年の5月、おそろいのライフジャケットを着た
園児たちが、アユの稚魚を放流する日が楽しみです。

　近畿地方整備局六甲砂防事務所と市・防災危機管理課の
協力を得て、1月22日に苦楽園小学校4年生を対象とした
「防災教室」が行われました。
　苦楽園地域は急な斜面の山あい地にあるため、土砂災害
が起きる恐れが高い地域でもあります。その対策の重要な
役割を果たす「砂防えん堤」の有無による違いを、土石流

発生装置を使った実験から
学び、えん提の必要性を実
感できました。
　児童たちは「土石流がと
ても速いことが分かった」
「家でも安心できない」な
どと話していました。また、
家庭でできる備えや身を守
る方法などの知識を身につ
けて、災害への備えや避難
する大切さも学ぶことがで
きました。

　平木小学校で
3月8日、平木地
区青愛協事業の
放課後子ども教
室で「おにぎり
食堂」が開催さ
れました。

　今回のメニューはホワイトシチューでした。朝から手伝
いのお母さんたちと関西学院大学関ゼミのボランティアの
学生たちが手際よくご飯を炊き、野菜や鶏肉、ウインナー
を入れてシチュー作りです。
　その間、待っている子どもたちは他のボランティアの学
生たちと校庭で走り回っていました。
　昼食の時間になり、手を洗ってみんなで一緒に「いただ
きます」の元気な声で食べ始めました。おかわりをする子
どもが何人もいて、とてもにぎやかでした。親子での参加
も多く見られ、みんなとても楽しそうでした。

名 塩

生 瀬

苦楽園

平 木

イカリや浮き輪のイラストが描かれた
かわいいライフジャケット

「砂防えん堤」の模型を使った実験

熱心に話を聞く参加者

みんなでそろっていただきます！
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水回りのことならどんなことでも
お気軽にご相談ください！

水漏れ・つまり・給排水工事
リフォーム・給湯機交換など

宝塚本部：宝塚市売布東の町 15-35
西 宮 店  ：西宮市羽衣町 7-30-301

TEL.0797-90-2741

西宮市指定給水装置工事事業者 931 号西宮市全域対応



地域フォーラム  震災30年を振り返る地域フォーラム  震災30年を振り返る

40着の子ども用ライフジャケット届く40着の子ども用ライフジャケット届く
―武庫川漁業協同組合から――武庫川漁業協同組合から―

苦楽園小学校　「防災教室」苦楽園小学校　「防災教室」

おにぎり食堂おにぎり食堂

　第32回地域フォーラム・塩瀬地区市民会議が2月15日、
塩瀬公民館で開かれました。「防災・減災について考える
～私たちにできること、すべきこと～」をテーマに掲げ、
今回で11回目を迎えました。今年は阪神・淡路大震災か
ら30年目の節目の年でもあり、今一度、原点に立ち返ろ
うと、市・防災危機管理課の松田成弘担当課長を講師に迎
え、防災のイロハを学びました。

　また、今回は
グループ討議が
復活するなど、
フォーラムの名
にふさわしい形
式となり、この
震災30年を振
り返りました。

参加者からは、日頃の備えや人と人とのつながり、コミュ
ニティーづくりの大切さなど、さまざまな考えが披露され、
防災のポイントを再確認し合いました。

　武庫川漁業協同組合か
ら生瀬地域コミュニティ
協議会に対して、子ども
用ライフジャケット40
着の贈呈がありました。
　武庫川漁業協同組合は、
毎年アユの稚魚放流を
行っており、その事業に
生瀬幼稚園と生瀬ぽぽこ
ども園の園児たちが参加しています。日頃、武庫川に近づ
くことさえない園児たちにとって、放流事業に参加するこ
とは、またとない環境学習の場になっています。
　以前、『宮っ子』にこの事業に関して掲載し、漁業協同
組合の広報活動に寄与したことが、今回の贈呈につながり
ました。今年の5月、おそろいのライフジャケットを着た
園児たちが、アユの稚魚を放流する日が楽しみです。

　近畿地方整備局六甲砂防事務所と市・防災危機管理課の
協力を得て、1月22日に苦楽園小学校4年生を対象とした
「防災教室」が行われました。
　苦楽園地域は急な斜面の山あい地にあるため、土砂災害
が起きる恐れが高い地域でもあります。その対策の重要な
役割を果たす「砂防えん堤」の有無による違いを、土石流

発生装置を使った実験から
学び、えん提の必要性を実
感できました。
　児童たちは「土石流がと
ても速いことが分かった」
「家でも安心できない」な
どと話していました。また、
家庭でできる備えや身を守
る方法などの知識を身につ
けて、災害への備えや避難
する大切さも学ぶことがで
きました。

　平木小学校で
3月8日、平木地
区青愛協事業の
放課後子ども教
室で「おにぎり
食堂」が開催さ
れました。

　今回のメニューはホワイトシチューでした。朝から手伝
いのお母さんたちと関西学院大学関ゼミのボランティアの
学生たちが手際よくご飯を炊き、野菜や鶏肉、ウインナー
を入れてシチュー作りです。
　その間、待っている子どもたちは他のボランティアの学
生たちと校庭で走り回っていました。
　昼食の時間になり、手を洗ってみんなで一緒に「いただ
きます」の元気な声で食べ始めました。おかわりをする子
どもが何人もいて、とてもにぎやかでした。親子での参加
も多く見られ、みんなとても楽しそうでした。

名 塩

生 瀬

苦楽園

平 木

イカリや浮き輪のイラストが描かれた
かわいいライフジャケット

「砂防えん堤」の模型を使った実験

熱心に話を聞く参加者

みんなでそろっていただきます！

5

● 平成29年西宮市に曹洞宗寺院を開創いたしました。仏事等のご相談などお気軽にご連絡ください。
● 菩提寺がご遠方で供養されるのが難しい方、ご実家のお寺との繋がりを大事にしながら、
  こちらでご供養の対応をさせて頂きます。

坐 禅 会

0798-71-7787 兵庫県西宮市剣谷町１－５０ 「柏堂町」バス停　下車5分
北山植物園向かい

第2・第4土曜日 17時～
参加無料　どなた様も参加可能です。

福井　大本山永平寺御開山　御直末

観霊山　西明寺
禅　曹洞宗



　阪神・淡路大震災から30年となった1月17日、西福寺（住職・豊原正尚
さん）で「震災物故者総追悼法要」が執り行われ、本堂では、被災した西福
寺や倒壊した周辺の写真が展示されました。
　令和4年1月23日、93歳で逝去した豊原大成前住職は、この震災で家族3
人（父・妻・娘）を失いました。当時、娘の真利さんは28歳で、僧籍も取
得し、寺に長く続いている鍼

しん

灸
きゅう

院を引き継いでいました。展示された写真の
中には3人のひつぎの写真もありました。家族を亡くした深い悲しみを堪え、
犠牲となった地域の人たちを弔った前住職。後に重い病と闘いながらも寺の
ために懸命に生き抜いた雄姿が思い出されました。
　参列者の中には、真利さんの友人たちの姿があり、それぞれの思いを胸に
手を合わせたことでしょう。 （A・K記）

　北名次町の夙川河川敷緑地にある「みんなの花だん」は、
「県民まちなみ緑化事業」を活用して平成22（2010）年
に整備されました。
　桜の花びらの形をした花壇にはチェリーセージやローズ
マリーなどが、ネットフェンス沿いには色とりどりのアジ
サイが植えられ、四季折々の花が咲くこのスペースは、道
行く人たちのフォトスポットや憩いの場になっています。
　花壇の草抜きや水やりなどの維持管理作業は、神原コ
ミュニティ協議会のメンバーや地域の有志10人ほどが、2
カ月に1回行っています。「夏は汗だくになり、冬は山か
ら吹き下ろす冷たい風の中での作業ですが、花壇がきれい
になる一助になれば」とメンバーは話します。
　花壇ができて15年。可能な時間に、気軽に参加できます。
ただ今、メンバーを募集中です。

　越木岩地域では、1月26日に「越木岩防災の日」が北夙
川小学校の体育館で開催されました。コロナ禍の影響もあ
り6年ぶりの開催です。
　AED（自動体外式除細動器）を実際に用いた救護訓練
や胸骨圧迫（心臓マッサージ）の体験、簡易担架の組み立
てやロープワークの訓練を行いました。最近はAEDが町
のあちらこちらに設置されていて、見たことはあるけれど
使い方が分からなくて不安という人も多いようです。実際
に体験することで、いざというときに役立てられるように
と、参加者は真剣に取り組んでいました。
　阪神・淡路大震災30年目の節目の年ということもあり、
大人も子どもも非常に興味を持って取り組んでいました。
地域の皆さんの防災に対する関心の高さを感じました。

地域で育てる「みんなの花だん」地域で育てる「みんなの花だん」 いつか来るそのときに備えていつか来るそのときに備えて神 原 越木岩

あの日から30年目の法要　写真展で当時をしのぶあの日から30年目の法要　写真展で当時をしのぶ芦 原

震災当時の写真に見入る人たち

楽しくおしゃべりをしながら花壇の手入れ

指示に従ってAEDを装着します
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　西宮浜義務教育学校を拠点に活動するミニバスケット
ボールチーム「西宮浜シーガルズ」が、昨年12月に行わ
れた県大会で見事連覇を達成。3月に東京で行われた第56
回マクドナルド全国ミニバスケットボール大会に、兵庫県
代表として2年連続、2回目の出場を果たしました。

　国立代々木競技場体育館のコートに「戻ってきた！」と
万感の思いで立った選手たち。初出場の時に比べると、気
持ちに余裕のあるプレーが見られました。対戦チームはい
ずれも遠方のチームで、全国大会ならではの貴重な経験を
することができました。
　新チームは、チーム創部以来果たせていない「夏の県大
会優勝と全関西出場」と「冬の県大会3連覇」の二つの大
きな目標に向かって走り始めています。頑張れ、西宮浜シー
ガルズ！

新校舎が完成しました！　瓦木中学校新校舎が完成しました！　瓦木中学校 西宮浜シーガルズ　西宮浜シーガルズ　
県大会連覇で2年連続の全国大会出場県大会連覇で2年連続の全国大会出場北 口 西宮浜

健康長寿の第一歩は健康講座を健康長寿の第一歩は健康講座を用 海

　「現代のがん治療・乳がんを中心に」と題した健康講座を、3月15日に
用海公民館で開催しました。講師は純クリニック（松原町）院長の加賀野
井純一先生です。
　現在、日本人の2人に1人が「がん」になるといわれています。しかし、
無症状で気が付かないことが多く、治療には早期発見が一番大切といわれ
ます。乳がんを主とした先生の分かりやすい説明に、参加者は熱心に耳を
傾けました。
　「乳がんの罹

り

患
かん

数は30～ 60歳代が主に増加している。自分でも触って
確かめ、マンモグラフィーやエコー検査などを早めに受けること。手術の
技術も進歩しており、新薬もあるので諦めないこと」と頼もしい話を聞き
ました。参加者の質問も多く、「がん」への関心の高さが伝わりました。

　昭和30年代に
建築された校舎の
老朽化対策とバリ
アフリー化の必要
性から、瓦木中学
校では令和3年か
ら改築工事が進め
られてきました。
昨年12月に新校
舎が完成し、生徒
たちが新しい環境

で学び始めています。
　「西宮らしい落ち着いた優しい雰囲
気とモダンな印象」をテーマにデザイ
ンされた新校舎では※二足制が導入さ
れ、各階に設けられたオープンスペー
スなど、生徒のための工夫がいっぱい
です。
　今後は既存校舎の改修、仮設校舎の
解体、運動場の整備や植栽工事を経て、

令和10年3月に工事が完了する予定です。
　充実した教育環境で、ますます飛躍する生徒たちを地域
で見守っていきましょう。
 ※上履きに履きかえること

大好きな仲間たちと練習を頑張っています！

先生の話を真剣に聞きました

生徒の交流の場となるオープンスペース

クラスプレートには西
宮のシンボルがデザイ
ンされています
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広告

大好評！

お菓子詰
合せも

承ります
。

HPはコチラ▼

西宮市津門大塚町6-27-102　グラードサルジオ1階
“おろいち”より移転しました！

丸栄商事
まる  えい

電話 0798-22-3637　fax 0798-22-3633

9：00～17：00営業時間 水曜（不定休）・日祝日定 休 日
maruei＠ark.ocn.ne.jp

駄菓子各種、たこせん、景品玩具、
スーパーボール、ヨーヨー、当て物など。
イベントの景品や大量発注のご要望など、
お気軽にお問い合わせください。

駄菓子やイベント用品を
卸価格にて販売しています。
お早目のご予約をおススメします！

駄菓子やイベント用品を
卸価格にて販売しています。
お早目のご予約をおススメします！

駄菓子やイベント用品を
卸価格にて販売しています。
お早目のご予約をおススメします！



　夙川地区社協主催で月に1回、70歳以上の一人暮らしの
人を対象として行われているふれあい食事会。2月25日は
約40人が正午前に夙川公民館に集まり、開場前から待合
ロビーではにぎやかな話し声があふれていました。
　運営は社協の地域ボランティアの人たち。この日が初参
加という男性ボランティア2人もエプロン姿で忙しそうに
食事を運んでいました。
　今回はひな祭り前ということで、色鮮やかなちらしずし
やひなあられ、甘酒などが振る舞われました。楽しい会話
で食事が終わると、地域包括支援センターから健康について

の話があり、2月
が誕生月の人たち
も紹介されました。
　「今日も至れり
尽くせりのお料理
をいただきまし
た」と、笑顔の参
加者でした。

　昨年9月から工事が行われていた甲子園口3丁目の弁天
公園が、2月28日にリニューアルオープンしました。コン
セプトは「豊かな緑（木陰、生き物、季節感）を感じ、憩
いの場となる公園」「多様な世代が安心して利用できる、
安全に配慮した公園」です。
　令和5年11月に、近隣住
民などにアンケートを実施
し、公園施設の内容を決定
しました。新たに幼児用遊
具や健康遊具が配置され、
生け垣を一部フェンスに変
えることで、出入り口付近
の見通しを確保しました。
　開園当日から、たくさん
の子どもたちが利用し、楽
しそうな声が響いていました。子どもを見守りながら休憩
できる場所も設置されているので、小さな子どもも安心し
て遊べます。ぜひ立ち寄ってみてください。

食事会はひな祭り！食事会はひな祭り！

制服のあり方を考える制服のあり方を考える

新しくなった弁天公園新しくなった弁天公園

みんなの力でベルマーク700万点みんなの力でベルマーク700万点

　浜脇中学校は2月12日から、制服、私服を
選んで登校できる「選択服登校（仮称）」を
実施しています。同校では、令和5年度から
「校則等検討委員会」を立ち上げ、制服のあ
り方について地域、保護者、生徒の意見を集約。私服で登

校できる「カジュアルウィーク」を実施しな
がら生徒会を中心に検討を重ね、実施に向け
て取り組みを進めてきました。
　選択服登校では、月曜日と金曜日、学校行

事（入学式・卒業式）や定期テスト、学校から指示のあっ
た日は制服を着用するなど、選択服登校の決まりやねらい
を細かく定めています。今後、正式名称は生徒で決定しま
す。この取り組みは、TPOに配慮した考える力を育む学
びの一つとなるでしょう。
　また、令和8年度入学生か
らは、新しい制服に変わりま
す。

　広田小学校では、PTAや児童
が主体となって、ベルマーク運
動に取り組んできました。コロ
ナ禍を経て令和5年からは、委
員だけでなくベルマークボラン
ティアを募り、体制を見直しつ
つ「できるときに、できること
を」をモットーに活動していま
す。昨年度は、PTA委員がイン
クカートリッジの回収・集票作業をし、ボランティア17
人が企業ごとの仕分けや集票作業をしてきました。
　このたび、集票累計数が700万点を達成したことにより、
ベルマーク教育助成団体から感謝状が贈られました。これ
は、地域、家庭、小学校が協力し、長年にわたり継続して
活動をつないできた成果といえるでしょう。地道な作業が
伴う活動ですが、これからも協力し合って次世代へとつな
いでいきます。

夙 川

浜 脇

甲子園口

広 田

子どもたちの笑顔があふれる弁天公園

花も飾られ、心のこもったテーブルセッティング

贈られた感謝状
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知的障がい者支援施設 六甲園
社会福祉法人 東宏会

西宮市山口町下山口1301-1（神戸電鉄田尾寺駅徒歩約12分）

https://rokkoen.jp

ホームページ

通所・入所利用者様募集中!

■広く落ち着いた環境と丁寧できめ細やかなサービスを提供します

■皆ができる簡単な作業（工賃あり）をして充実した一日を過ごせます

■季節の行事や外出支援等楽しいイベントも盛りだくさん！

いつでも
ご見学頂けます。
どうぞお気軽に
お問い合わせ
ください！

いつでも
ご見学頂けます。
どうぞお気軽に
お問い合わせ
ください！

TEL  078-904-3761　　Mail  info@rokkoen.jp 西宮、神戸等から通所されています。入所は全国からお受けします。

広告



　阪神・淡路大震災から30年がたち、たくさんの人に震
災のことを知ってもらいたいと、安井地域コミュニティ協
議会主催の震災関連行事を、2月15日に安井市民館で開催
しました。
　地域住民から提供された震災と復興をテーマにした写真
や、震災当時の地域内や市内各所の写真をパネルにして展
示。防災の面からは備蓄食などを紹介しました。
　午後は被災者による座談会を行い、実際に震災を体験し
た人が、その瞬間や壊滅した町の様子を見てどう行動した
かを話しました。最後に「夙川エンジェルコール」による
歌唱があり、透き通るような歌声が会場全体を包み込み、
癒やされたひとときになりました。
　1日を通して160人を超える来場者がありました。これ
をきっかけに、災害時の備えを考えたいですね。

　地域コミュニティ懇談会を津門市民館で2月13日に行い、
42人が参加しました。西宮警察署交通第1課の警察官を講
師に招いて「自転車の運転における罰則の強化」をテーマ
に懇談しました。

　昨年の道
路交通法の
改正で、罰
則規定が整
備された自
転車の危険
な行為「酒
気 帯 び 運
転」と「運
転中の携帯

電話使用等（ながらスマホ）」について、プロジェクター
を見ながら詳しい説明を聞きました。自転車運転者講習の
対象になる「16の自転車危険行為」の話では、実際に起こっ
た事故の話もあり、より身近なことに感じられました。
　特にヘルメットの着用については頭を守ることの大切さ
が分かり、参加者からは「自分や家族を守るため、ルール
や事故のことをみん
なで話し合ってみた
い」という感想があり
ました。

事故の話を真剣に聞きます

座談会では、普段からの近所付き合いが大切との意見も

震災の教訓を次の備えへ震災の教訓を次の備えへ 自転車も車の仲間自転車も車の仲間安 井 津 門

鳴 尾 小松交番廃止に伴う勉強会と感謝を伝える会小松交番廃止に伴う勉強会と感謝を伝える会

　小曽根線と旧国道の交差点にあり、
長年地域の安全を守っていた小松交
番が1月31日に閉鎖されました。
　その1週間前の1月24日、小松小
学校3年生が社会科授業の一環とし
て、警察や交番のお巡りさんの仕事
の勉強会と感謝を伝える会を、甲子
園警察署と小松校区自主連絡協議会、
小松校区自主防災会の協力の下で開
きました。
　白バイ、パトカー、機動隊のバス

に青パトが運動場に並び、それぞれの車両の説明を隊員から
受けました。パトカーの警察無線を県警本部とつなぎ、子ど
もたちへのメッセージを伝える場面もあり、子どもたちは目
を輝かせていまし
た。
　最後に、交番の
お巡りさんから
「交番がなくなっ
ても安全は守る」
と力強い言葉があ
りました。

自転車安全利用五則
の二次元コード

これまでありがとう！　
これからもよろしくね！ サイレンの音もみんな違ってた！
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ライフボックス西宮北口

お得なサービス料金！！
保証金3カ月

安心のセキュリティーシステム！

24時間出し入れ自由！ 楽々の全室1階！
最新ICカードキーおよび監視カメラにて、24時間見守っております。

全室照明付ですので24時間いつでもラクに荷物の出し入れができます。

西宮市松山町11番13号
詳細情報は〈ｉタウンぺージ〉にアクセスして下さい。

☎0798-69-3500

トランクルームトランクルームトランクルーム家庭の押入から、事業用倉庫まで…

1.5畳タイプから10畳タイプまで
各種タイプがあります。〈冷房完備〉

￥  9,5001.5畳 1ヶ月

￥15,0003 畳 1ヶ月

くわしくは ライフボックス西宮北口 検索検索

各タイプ・お問い合わせ下さい



　上ケ原地域の老人クラブ「ハッピークラブ」と「エンジョ
イクラブ」の皆さんは、つけまつ毛とアイシャドウの派手な
メイクで2月22日、上ケ原病院「陽喜な家」に集合。真っ赤
なスカートに着替え、レインボーカラーのウィッグを乗せて
ステージへ上がり、坂本知里介護長のピアノ伴奏で、冬の
童謡や季節の歌、懐メロを施設の皆さんと一緒に歌いました。
　芸能大会でおなじみのコントでは、途中で頭が真っ白に
なり、セリフが出ないアクシデントもありましたが、やり
直して大爆笑に。最後のブギウギのダンスは、前日の振り
付け変更で見事にバラバラになりましたが、皆さんにこや
かに笑って、年齢の近い人のショーから元気をもらえたよ
うです。
　1月の「訪問看護ステーションきずな」での出演から今
回で3回目。両クラブは令和7年度芸能大会予選突破に向
けて、練習も張り切っています。

地域の合唱団 ジョイントコンサート地域の合唱団 ジョイントコンサート 高齢者芸能大会を見た人の紹介で、高齢者芸能大会を見た人の紹介で、
ボランティア活動へボランティア活動へ大 社 上ケ原

放課後キッズで広がる学びと遊び　春風小の新たな居場所放課後キッズで広がる学びと遊び　春風小の新たな居場所春 風

　大社地区社協は毎月「ふれあいサロン」を開き、地域住
民の交流の場をつくっています。3月4日には、おなじみ
の「大社男声合唱団」が中心になり、夙川地域の「童謡コー
ラステマリ会」と「女声合唱団アルデンテ」を招き、コン
サートが開かれました。当日は荒天にもかかわらず、客席
が満席になるほどの盛況。美しいハーモニーに魅了され、
最後は全員で歌って楽しい会となりました。
　この三つの合唱団を指導する永和子さん（満池谷町在住）
の「ぜひ、夙川地域の方々にも発表の場を」の願いが、今
回のジョイントコンサートのきっかけでした。女性の出演
者も「心地よい緊張でした」と満面の笑顔。
　また、大社男声合唱団の皆さんからは「メンバーのほと
んどは後期高齢者です。合唱に興味のある方の参加を歓迎
します」と呼びかけていました。

出演者全員で、『早春賦』や『春の歌』など春にちなんだ歌を披露

「日頃、見られないような入居者の方の笑顔を見ることができました」と
職員からのうれしい感想も

　春風小学校での放課後キッズルーム事業（愛称：放課後キッズ）が、
令和5年の秋から実施されており、その様子を取材しました。
　放課後になると、子どもたちが見守りサポーターが待ち受ける受付
に訪れ、べんきょうルーム、あそびルーム、運動場など過ごす場を選
びます。宿題だけ終わらせて帰る子、運動場や室内で遊ぶ子など、毎
日100人ほどが利用しています。昨年末には家庭で不要になったボー
ドゲームや本などの寄付を募り、遊び道具がより充実しました。
　利用する子どもからは「他の学年の子とも遊べて楽しい」「気軽に
友達と過ごせるから気に入っている」という声が聞かれました。放課
後キッズはサポーターの大人に見守られながら、子どもたちが自主的
に過ごす成長の場ともなっているようです。

よく利用している3年生がボラ
ンティアスタッフに俳句調の感
謝状を贈りました

べんきょうルームでは、各自が
机で宿題に取り組んでいます
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ロボット プログラミング 算数 英語
ASOBI Lab. 
体験学習型学童スクール

西宮市の民間学童
夏休み会員募集中

デイキャンプ・校外学習・水遊び・各種体験
今年の夏はASOBI Lab.で特別な体験を！

習い事のみ、イベント参加のみの方も歓迎
＼6月末までお得な早割キャンペーン実施中／

住所：西宮市鳴尾町1-6-1 

子供時代の体験は一生の宝物

TEL：080-2741-1941 (山口)
広告



老人会バス旅行　岸和田だんじり会館老人会バス旅行　岸和田だんじり会館 阪神・淡路大震災から30年阪神・淡路大震災から30年甲 陽 香櫨園

甲 東

　甲陽園校区老人会は、恒例のことぶきバス研修旅行を1
月24日に行いました。今回は岸和田市にある「岸和田だ
んじり会館」を見学しました。
　当日は25人の参加者で一路、バスで海沿いの道を歓談
しながら岸和田市へと向かいました。
　伝統ある岸和田だんじり会館に着き会場に入ると、迫力
ある実物のだんじりが展示され、威容を誇っていました。
展示されているだんじりは、今は動かしていないそうです
が、約300年の歴史の重みとその製作に携わった匠

たくみ

の技が
伝わってきました。
　臨場感があふれ、迫力いっぱいの3D映像を見て、参加
者は祭りに参加した気分で帰路につきました。

　阪神・淡路大震災発災から30年目となる1月17日、屋
敷町自治会は復興のシンボルでもある森具公園の慰霊碑前
で慰霊祭を開催しました。
　吉川正会長はあいさつで、南海トラフ大地震が想定され
ている中での近隣住民のつながりの大切さを話しました。
参列者は黙とうと献花をして犠牲者を追悼。その後、香櫨
園市民館分館に移動して、被災状況の写真を見ながら当時
を思い起こしました。

　また同日、中浜・堀切町自治会は香櫨園市民センターで
「阪神・淡路大震災の体験を語る・聞く会」を開催しました。
この会でも、実際の経験から近所の人との普段からの交流
の大切さが語られました。簡易トイレの備蓄や普段服用し
ている薬を携帯する必要性など、多くの気付きがありまし
た。

笑顔でだんじりの見学を楽しむ参加者

日本最古のだんじりが
展示されていました

　甲東小学校5年生が総合学習で学ぶ「米作り」を支えるため、地域住民らでつくる「ふ
れあい水田の会」があります。田おこし、代かき、田植え、水の管理、草取りなど、
水田と稲の成長を見守り、田植えや稲刈りの前には学校で出前授業をして丁寧な指導
を行っています。
　この会の会長を26年間務めた奥村三男さんが、昨年12月のもちつき大会を最後に
退任し、次の人に引き継ぎました。奥村さんは、祖父から孫まで5世代が学んだ小学
校への恩返しの思いで引き受けました。農業は全く初めてだったので、本で調べたり、
先輩農家の人に教えを受けたそうです。「子どもたちが協力して楽しそうに作業する
姿、餅つき大会の笑顔と歓声が励みになり、地域の人
の協力も助けとなり、熱意を持って取り組めました」
と話していました。

26年間、ありがとうございました26年間、ありがとうございました

事前の指導を受け、初めての
田植えを体験する子どもたち
（写真提供：ふれあい水田の会）

震災の記憶を風化させないように
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今話題のあの甲南大学生と！新体験型ゲームができちゃう！

お兄さんお姉さんが
サポートするよ～

場所日時 5 10月 日 土

小学1年生ー6年生対象

beans.talk2407@gmail.com

～最強の橋を友達と作り出せ～

甲南大学西宮キャンパス 　　　　個人     500  円/人　
      

子供大学第１回！子供大学第１回！ 協力する×工作編！

協力元：（株）小西印刷所・（株）布引磺泉所・甲南学園（順不同）

お申込みはコチラ Instagram

こんなご家族さん方におすすめです！！
ママ・パパ友で子育ての話や雑談したい、
いろんなことを経験さしてあげたい、、、
この建物どんなとこなんやろ、、 などなど

阪急西宮北口駅から徒歩5分！！

090-2655-4124

（住所：兵庫県西宮市高松町8—33）
友達紹介すると全員200円！！　

LIN
E登
録す

ると

申し
込め

ます
！

定員20名！学校案内もします！

13:30開始~15:30終了

広告
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碧
生  

君

瀬
山
　
成
稀  

君

早
田
　
晴
陽  

君

上
甲
子
園
小
学
校
６
年
生

　
　（
甲
子
園
口
地
域
在
住
）

93

日本のウルフカブ（今のカブ隊）発祥の地とされるウル
フカブ像の前で敬礼（須磨浦公園内）。左から瀬山君、
早田君、松本君

「おいしいお餅にな～れ」と言ってついていたようです

歳末警戒夜回り。保護
者や地域の人と一緒に
地域の安全を守るため
に一役かいました

公園がきれいになるとうれしいで
す！

　
甲
子
園
口
地
域
に
住
む
松
本
碧あ
お

生い

君
、
瀬
山
成な
る
稀き

君
、
早
田
晴は
る
陽ひ

君
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
６

団
に
所
属
す
る
上
甲
子
園
小
学
校

６
年
生
の
仲
良
し
３
人
組
で
す
。

　
瀬
山
君
は
祖
父
が
団
の
委
員
長

で
、
そ
の
背
中
を
見
て
「
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
っ
て
す
て
き
だ
な
ぁ
」

と
思
い
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

早
田
君
と
松
本
君
は
小
学
１
年
生

の
時
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の
機
会

が
減
り
、
外
で
活
動
で
き
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
新
し
い
友
達
が
で
き
る
期
待

も
あ
っ
て
入
団
し
ま
し
た
。

　

カ
ブ
隊
（
小
学
３
〜
５
年
生
）

か
ら
ボ
ー
イ
隊
（
小
学
６
〜
中
学

３
年
生
）
に
上
が
る
こ
と
に
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
で
昨
年
９
月
（
英
国
で
始
ま
っ

た
活
動
の

た
め
９
月

が
新
学
期

で
す
）、

ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
に

上
進
し
ま

し
た
。

　
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト

が
主
催
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
野
外
活
動

だ
け
で
な
く
、
地
域
で
の
お
祭
り

や
清
掃
、
夜
回
り
警
戒
、
各
種
募

金
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
と
の
絆

本
君
は
「
空
手
を
続
け
た
い
」、

瀬
山
君
は
「
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
た
消
防
士
さ
ん
に
な
り
た

い
」、
早
田
君
は
「
パ
テ
ィ
シ
エ
」。

「
あ
れ
れ
？
『
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加
し
た
い
』
と

か
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、

み
ん
な
に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
か

ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
（
中
学

３
年
生
〜
18
歳
）、
ロ
ー
バ
ー
ス

カ
ウ
ト
（
18
〜
25
歳
）
へ
と
進
み

ま
す
。
地
域
活
動
に
理
解
を
持
ち
、

積
極
的
に
参
加
、
支
援
で
き
る
人

材
に
育
つ
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
３

人
で
し
た
。

を
大
切
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
下
の
写
真
は
昨
冬
、
一
番

の
冷
え
込
み
と
な
っ
た
12
月

の
あ
る
日
、
地
域
の
公
園
で

行
わ
れ
た
「
餅
つ
き
」
の
様

子
で
す
。
た
く
さ
ん
の
保
護

者
や
関
係
者
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
重
い
き
ね
を
打
ち
下

ろ
し
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

餅
を
つ
き
上
げ
て
い
き
、
そ

し
て
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し

た
。

　
将
来
の
夢
を
聞
く
と
、
松

14

不用品

買 取 処 分

株式会社
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

0120-39 -5341
サンキュー ゴ　ミ　ヨ　イ 〒662-0934 西宮市西宮浜1丁目15番

Email  info@sukkirin.jp

http://www.sukkirin.jp/

1.スピード対応
※当日からの回収も対応しております。
（但し、お時間によりご要望にお応えでき
ない場合がありますのでご了承ください）

2. 専門スタッフによる査定
※買取対象に限る。
3. 買取できない場合には処分対応
※別途有料でのご案内。

4.お家の中からの運び出し
5. 引越時の費用を圧縮
6. 1点からでも伺います
7.もしものための賠償保険加入
8. 土・日・祝日も対応

携帯・PHS OK

スッキリンのメリット

見 積 無 料 ！！
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西宮市消費生活センター
〒663－8035  西宮市北口町1-1  アクタ西宮西館3階

相談専用　TEL0798－64－0999
本欄についてのお問い合わせ、ご意見は
TEL0798－69－3156　FAX0798－69－3162

「
分
電
盤
の
点
検
に
行
き
ま
す
」
の

　 

電
話
か
ら
始
ま
る
勧
誘
に
注
意

　
分
電
盤
の
点
検
商
法
に
関
す
る

相
談
が
昨
年
度
か
ら
急
増
し
て
い

ま
す
。
分
電
盤
は
、
内
部
に
屋
内

配
線
の
安
全
確
保
の
た
め
の
ブ

レ
ー
カ
ー
な
ど
が
内
蔵
さ
れ
て
お

り
、
一
般
的
に
玄
関
や
洗
面
所
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
件
数
は
、
令
和
６
年
度
11

月
末
時
点
で
、
令
和
５
年
度
同
期

と
比
べ
約
25
倍
と
な
っ
て
お
り
、

契
約
当
事
者
の
約
８
割
が
70
歳
以

上
で
す
。

■
相
談
事
例

▼
契
約
し
て
い
る
電
力
会
社
に
委

託
さ
れ
た
と
い
う
業
者
か
ら
「
分

電
盤
の
点
検
を
す
る
」
と
電
話
が

あ
っ
た
。
昨
日
訪
問
し
て
き
て
、

点
検
後
に
「
分
電
盤
が
古
い
の
で
、

漏
電
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
危
険
な

の
で
交
換
し
た
方
が
い
い
」
と
言

わ
れ
た
。
漏
電
し
た
ら
困
る
と
思

い
、
約
23
万
円
で
契
約
し
、
数
日

後
に
工
事
予
定
だ
。
念
の
た
め
、

電
力
会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
こ
の
業
者
は
当
社
と
は
関
係
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。
不
審
な
の
で

解
約
し
た
い
。

▼
漏
電
に
よ
る
火
災
は
保
険
が
下

り
な
い
と
言
わ
れ
、
不
安
に
な
り

契
約
し
た
。

▼
分
電
盤
は
、
15
年
で
交
換
す
る

こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

■
ト
ラ
ブ
ル
防
止
・
防
犯
対
策

　
分
電
盤
の
点
検
は
、
電
力
会
社

な
ど
が
法
令
に
基
づ
き
、
４
年
に

１
回
以
上
の
頻
度
で
行
い
、
そ
の

日
時
は
事
前
に
書
面
で
案
内
し
て

い
ま
す
。
電
話
で
点
検
日
時
を
知

ら
せ
る
こ
と
は
な
く
、
訪
問
し
た

点
検
作
業
員
が
、
そ
の
場
で
設
備

交
換
な
ど
の
契
約
を
持
ち
掛
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交

換
工
事
に
あ
た
っ
て
は
電
気
工
事

士
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　「
〇
〇
電
力
」
な
ど
、
実
在
す

る
組
織
を
名
乗
り
、
突
然
の
電
話

や
訪
問
を
行
う
業
者
も
い
ま
す
が
、

安
易
に
依
頼
せ
ず
、
十
分
な
比
較・

検
討
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

電
話
な
ど
で
点
検
を
持
ち
掛
け

る
業
者
に
は
、
安
易
に
点
検
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・�

点
検
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の

場
で
は
契
約
せ
ず
、
十
分
に
比

較
・
検
討
し
ま
し
ょ
う

・�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

・�

４
年
に
１
回
の
無
料
法
定
点
検

に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

　
不
安
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

（
参
考
：
独
立
行
政
法
人 

国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料
）

　
現
代
社
会
な
ら
で
は
の
用
語
と

し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
遺
品
」
や
「
デ

ジ
タ
ル
終
活
」
と
い
っ
た
言
葉
を

耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
厳
密
な
定
義
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
な
概
念

と
し
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
通

し
て
し
か
実
態
が
つ
か
め
な
い
遺

品
」
を
指
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
例
え
ば
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以

下
、
ス
マ
ホ
）
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
端
末
は
、
そ
れ
自
体

は
目
に
見
え
て
手
で
触
れ
ら
れ
ま

す
が
、
内
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る

写
真
フ
ァ
イ
ル
や
文
書
フ
ァ
イ
ル
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
履
歴
な
ど

は
、
ロ
グ
イ
ン
し
て
デ
ジ
タ
ル
環

境
に
入
ら
な
い
と
実
態
が
つ
か
め

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
が
持
ち
主
の
死

後
に
デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）

や
ネ
ッ
ト
銀
行
な
ど
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
環

境
を
通
し
て
利
用
す
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
ア
カ
ウ
ン
ト
や
口
座
情
報

な
ど
も
、
契
約
者
が
亡
く
な
っ
た

後
は
デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
故
人
が
所
有
し
て
い

た
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
内
部
と
、
故

人
が
利
用
し
て
い
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

も
の
が
デ
ジ
タ
ル
遺
品
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
は
、
他
者
か
ら
見
え
に

く
い
と
い
う
厄
介
な
性
質
が
あ
り

ま
す
。

サ
ブ
ス
ク
契
約
の
処
理
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
る

　
最
近
、
特
に
目
立
つ
の
は
、
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
利
用
料
定

期
支
払
い
型
）
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

サ
ブ
ス
ク
）
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

で
す
。
故
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
「
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
に

保
有
し
て
い
た
、
写
真
や
動
画
、

文
書
、
資
産
の
デ
ー
タ
と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
存
在
に
遺
族
が

気
付
か
ず
、
サ
ブ
ス
ク
の
支
払
い

を
止
め
て
し
ま
う
と
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
使
用
権
と
と
も
に
、

保
管
し
て
い
る
デ
ー
タ
ま
で
消
失

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
契
約
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
そ
も
そ
も
契
約
書
面

が
紙
で
は
な
く
電
子
交
付
の
み
と

い
う
も
の
も
あ
る
た
め
、
日
頃
か

ら
こ
れ
ら
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
処
理
で
困
ら
な

い
た
め
の
事
前
の
対
策

■�

万
が
一
の
際
に
、
遺
族
が
ロ
ッ

ク
を
解
除
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く

　
故
人
が
ど
の
よ
う
な
資
産
を

持
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
事
業
者

と
契
約
し
て
い
た
の
か
を
調
べ
る

に
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
内
の

デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、「
万
が
一

の
際
に
は
、
遺
族
が
ス
マ
ホ
な
ど

の
ロ
ッ
ク
を
解
除
す
る
パ
ス
ワ
ー

ド
を
把
握
で
き
る
」
よ
う
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
第

三
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、「
日
頃
か
ら
家
族
内
で
共

有
し
て
お
く
方
法
」
で
は
、
思
わ

ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
緊
急
時
に
初
め
て
パ
ス
ワ
ー
ド

を
把
握
す
る
方
法
」
と
し
て
以
下

の
よ
う
な
工
夫
も
一
法
で
す
。

　「
紙
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
載
し
、

そ
の
上
か
ら
修
正
テ
ー
プ
を
重
ね

貼
り
し
て
マ
ス
キ
ン
グ
し
て
保
管

し
て
お
き
（「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
誕

生
日
」
な
ど
家
族
に
だ
け
分
か
る

ヒ
ン
ト
の
み
を
記
載
し
て
お
く
方

法
も
有
効
）、
必
要
な
と
き
に
遺

族
が
コ
イ
ン
な
ど
で
修
正
テ
ー
プ

部
分
を
削
っ
て
パ
ス
ワ
ー
ド
を
把

握
す
る
」

■�

ス
マ
ホ
な
ど
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
を
指
名
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

　
ス
マ
ホ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
提
供

事
業
者
（A

pple

、G
oogle

）

で
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
保
有
者
が

亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
誰
が
そ
の

ア
カ
ウ
ン
ト
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
か
を
設
定

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
設
定
し
て
お
く
こ

と
で
、
遺
族
が
故
人
の
ア
カ
ウ
ン

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
デ
ジ
タ
ル

遺
品
を
確
認
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
参
考
：
独
立
行
政
法
人 

国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料
）

今
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
「
デ
ジ
タ
ル
終
活
」

5月 �SDGsな 商品 選び
　　　アリかも！ グリーン志向消費

5月21日（水）10時から
講師：�南雲�智子�氏
　　　西宮市消費生活関連講座登録講師
申込受付期間：5月16日（金）まで

6月 損害保険の基礎
６月11日（水）14時から
講師：森�好一�氏
（一社）日本損害保険協会�近畿支部
申込受付期間：5月1日（木）から�
　　　　　　��6月6日（金）まで

各月会場：西宮市消費生活センター�第1学習室
　　　　　北口町1-1�アクタ西宮西館5階
各月定員：40人（先着順）
各月申込方法：電話、二次元コードまたはHPから

0798-69-3157西宮�知って

参加
無料消費生活講座

スマート申請、電話申込による先着順

電話は8：45～17：30（日、祝休日を除く）

広告
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「
分
電
盤
の
点
検
に
行
き
ま
す
」
の

　 

電
話
か
ら
始
ま
る
勧
誘
に
注
意

　
分
電
盤
の
点
検
商
法
に
関
す
る

相
談
が
昨
年
度
か
ら
急
増
し
て
い

ま
す
。
分
電
盤
は
、
内
部
に
屋
内

配
線
の
安
全
確
保
の
た
め
の
ブ

レ
ー
カ
ー
な
ど
が
内
蔵
さ
れ
て
お

り
、
一
般
的
に
玄
関
や
洗
面
所
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
件
数
は
、
令
和
６
年
度
11

月
末
時
点
で
、
令
和
５
年
度
同
期

と
比
べ
約
25
倍
と
な
っ
て
お
り
、

契
約
当
事
者
の
約
８
割
が
70
歳
以

上
で
す
。

■
相
談
事
例

▼
契
約
し
て
い
る
電
力
会
社
に
委

託
さ
れ
た
と
い
う
業
者
か
ら
「
分

電
盤
の
点
検
を
す
る
」
と
電
話
が

あ
っ
た
。
昨
日
訪
問
し
て
き
て
、

点
検
後
に
「
分
電
盤
が
古
い
の
で
、

漏
電
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
危
険
な

の
で
交
換
し
た
方
が
い
い
」
と
言

わ
れ
た
。
漏
電
し
た
ら
困
る
と
思

い
、
約
23
万
円
で
契
約
し
、
数
日

後
に
工
事
予
定
だ
。
念
の
た
め
、

電
力
会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
こ
の
業
者
は
当
社
と
は
関
係
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。
不
審
な
の
で

解
約
し
た
い
。

▼
漏
電
に
よ
る
火
災
は
保
険
が
下

り
な
い
と
言
わ
れ
、
不
安
に
な
り

契
約
し
た
。

▼
分
電
盤
は
、
15
年
で
交
換
す
る

こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

■
ト
ラ
ブ
ル
防
止
・
防
犯
対
策

　
分
電
盤
の
点
検
は
、
電
力
会
社

な
ど
が
法
令
に
基
づ
き
、
４
年
に

１
回
以
上
の
頻
度
で
行
い
、
そ
の

日
時
は
事
前
に
書
面
で
案
内
し
て

い
ま
す
。
電
話
で
点
検
日
時
を
知

ら
せ
る
こ
と
は
な
く
、
訪
問
し
た

点
検
作
業
員
が
、
そ
の
場
で
設
備

交
換
な
ど
の
契
約
を
持
ち
掛
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交

換
工
事
に
あ
た
っ
て
は
電
気
工
事

士
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　「
〇
〇
電
力
」
な
ど
、
実
在
す

る
組
織
を
名
乗
り
、
突
然
の
電
話

や
訪
問
を
行
う
業
者
も
い
ま
す
が
、

安
易
に
依
頼
せ
ず
、
十
分
な
比
較・

検
討
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

電
話
な
ど
で
点
検
を
持
ち
掛
け

る
業
者
に
は
、
安
易
に
点
検
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・�

点
検
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の

場
で
は
契
約
せ
ず
、
十
分
に
比

較
・
検
討
し
ま
し
ょ
う

・�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

・�

４
年
に
１
回
の
無
料
法
定
点
検

に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

　
不
安
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

（
参
考
：
独
立
行
政
法
人 

国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料
）

　
現
代
社
会
な
ら
で
は
の
用
語
と

し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
遺
品
」
や
「
デ

ジ
タ
ル
終
活
」
と
い
っ
た
言
葉
を

耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
厳
密
な
定
義
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
な
概
念

と
し
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
通

し
て
し
か
実
態
が
つ
か
め
な
い
遺

品
」
を
指
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
例
え
ば
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以

下
、
ス
マ
ホ
）
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
端
末
は
、
そ
れ
自
体

は
目
に
見
え
て
手
で
触
れ
ら
れ
ま

す
が
、
内
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る

写
真
フ
ァ
イ
ル
や
文
書
フ
ァ
イ
ル
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
履
歴
な
ど

は
、
ロ
グ
イ
ン
し
て
デ
ジ
タ
ル
環

境
に
入
ら
な
い
と
実
態
が
つ
か
め

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
が
持
ち
主
の
死

後
に
デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）

や
ネ
ッ
ト
銀
行
な
ど
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
環

境
を
通
し
て
利
用
す
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
ア
カ
ウ
ン
ト
や
口
座
情
報

な
ど
も
、
契
約
者
が
亡
く
な
っ
た

後
は
デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
故
人
が
所
有
し
て
い

た
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
内
部
と
、
故

人
が
利
用
し
て
い
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

も
の
が
デ
ジ
タ
ル
遺
品
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
は
、
他
者
か
ら
見
え
に

く
い
と
い
う
厄
介
な
性
質
が
あ
り

ま
す
。

サ
ブ
ス
ク
契
約
の
処
理
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
る

　
最
近
、
特
に
目
立
つ
の
は
、
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
利
用
料
定

期
支
払
い
型
）
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

サ
ブ
ス
ク
）
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

で
す
。
故
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
「
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
に

保
有
し
て
い
た
、
写
真
や
動
画
、

文
書
、
資
産
の
デ
ー
タ
と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
存
在
に
遺
族
が

気
付
か
ず
、
サ
ブ
ス
ク
の
支
払
い

を
止
め
て
し
ま
う
と
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
使
用
権
と
と
も
に
、

保
管
し
て
い
る
デ
ー
タ
ま
で
消
失

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
契
約
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
そ
も
そ
も
契
約
書
面

が
紙
で
は
な
く
電
子
交
付
の
み
と

い
う
も
の
も
あ
る
た
め
、
日
頃
か

ら
こ
れ
ら
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
処
理
で
困
ら
な

い
た
め
の
事
前
の
対
策

■�

万
が
一
の
際
に
、
遺
族
が
ロ
ッ

ク
を
解
除
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く

　
故
人
が
ど
の
よ
う
な
資
産
を

持
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
事
業
者

と
契
約
し
て
い
た
の
か
を
調
べ
る

に
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
内
の

デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、「
万
が
一

の
際
に
は
、
遺
族
が
ス
マ
ホ
な
ど

の
ロ
ッ
ク
を
解
除
す
る
パ
ス
ワ
ー

ド
を
把
握
で
き
る
」
よ
う
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
第

三
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、「
日
頃
か
ら
家
族
内
で
共

有
し
て
お
く
方
法
」
で
は
、
思
わ

ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
緊
急
時
に
初
め
て
パ
ス
ワ
ー
ド

を
把
握
す
る
方
法
」
と
し
て
以
下

の
よ
う
な
工
夫
も
一
法
で
す
。

　「
紙
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
載
し
、

そ
の
上
か
ら
修
正
テ
ー
プ
を
重
ね

貼
り
し
て
マ
ス
キ
ン
グ
し
て
保
管

し
て
お
き
（「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
誕

生
日
」
な
ど
家
族
に
だ
け
分
か
る

ヒ
ン
ト
の
み
を
記
載
し
て
お
く
方

法
も
有
効
）、
必
要
な
と
き
に
遺

族
が
コ
イ
ン
な
ど
で
修
正
テ
ー
プ

部
分
を
削
っ
て
パ
ス
ワ
ー
ド
を
把

握
す
る
」

■�

ス
マ
ホ
な
ど
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
を
指
名
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

　
ス
マ
ホ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
提
供

事
業
者
（A

pple

、G
oogle

）

で
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
保
有
者
が

亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
誰
が
そ
の

ア
カ
ウ
ン
ト
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
か
を
設
定

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
設
定
し
て
お
く
こ

と
で
、
遺
族
が
故
人
の
ア
カ
ウ
ン

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
デ
ジ
タ
ル

遺
品
を
確
認
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
参
考
：
独
立
行
政
法
人 

国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料
）

今
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
「
デ
ジ
タ
ル
終
活
」

5月 �SDGsな 商品 選び
　　　アリかも！ グリーン志向消費

5月21日（水）10時から
講師：�南雲�智子�氏
　　　西宮市消費生活関連講座登録講師
申込受付期間：5月16日（金）まで

6月 損害保険の基礎
６月11日（水）14時から
講師：森�好一�氏
（一社）日本損害保険協会�近畿支部
申込受付期間：5月1日（木）から�
　　　　　　��6月6日（金）まで

各月会場：西宮市消費生活センター�第1学習室
　　　　　北口町1-1�アクタ西宮西館5階
各月定員：40人（先着順）
各月申込方法：電話、二次元コードまたはHPから

0798-69-3157西宮�知って

参加
無料消費生活講座

スマート申請、電話申込による先着順

電話は8：45～17：30（日、祝休日を除く）

浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です
●電車をご利用の方／
阪急門戸厄神下車
線路沿に南へ

●お車をご利用の方／
東方面からは阪急の
高架の側道を通って
Uターンしてください。

ホームページ姫路本社直通 受付時間/
午前10時→午後６時30分お問合せ、お仏壇・お墓のご相談はフリーコール



西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓

口
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す

か
？

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓

口
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・
支

援
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。
高
齢

者
に
関
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
誰

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
正
式
名
称
は
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
す
が
、
西
宮
市
で

は
よ
り
身
近
な
呼
称
と
し
て
、「
西

宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
」
と

い
う
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

丁
目
別
・
番
地
別
）
で
分
か
れ
て

い
ま
す
。

い
つ
開
所
し
て
い
ま
す
か
？

月
〜
土
曜
日
の
9
〜
17
時
で

す
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）。

ど
の
よ
う
な
職
種
の
人
が
い

ま
す
か
？

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
士
、
保
健
師
・
看
護
師
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
各
担
当
地
域

の
高
齢
者
人
口
に
応
じ
て
配
置
し

て
い
る
の
で
、
職
員
数
は
窓
口
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
訪
問
な
ど

に
よ
り
職
員
が
不
在
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
を
訪
れ

る
と
き
は
事
前
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？

主
な
仕
事
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
を
専
門
と
す
る
職
員
が
連

携
し
て
対
応
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
で

す
か
？一

番
多
い
相
談
は
、
介
護
保

険
制
度
や
介
護
に
つ
い
て
で
す
。

次
に
、
医
療
や
健
康
に
つ
い
て
の

相
談
、
生
活
に
関
す
る
相
談
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
相
談
が
続
き
ま

す
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
困
り

ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

・ 

要
介
護
認
定
申
請
の
手
続
き
を

知
り
た
い

・ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
た
い

・ 

独
り
暮
ら
し
の
親
の
物
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
い
る

・ 

仕
事
と
介
護
の
両
立
が
大
変
で

疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

・ 

近
所
に
心
配
な
高
齢
者
が
い
て
、

気
に
な
っ
て
い
る

・ 

地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
い
が
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か

・ 

足
腰
を
強
く
し
て
、
今
の
生
活

を
続
け
た
い

・ 

詐
欺
の
よ
う
な
電
話
が
増
え
て

い
て
不
安
に
感
じ
て
い
る

・ 

近
所
の
高
齢
者
宅
か
ら
怒
鳴
り

声
が
よ
く
聞
こ
え
る
が
…
。
も

し
か
し
て
虐
待
で
は
？

窓
口
ま
で
行
か
な
い
と
相
談

で
き
ま
せ
ん
か
？

電
話
で
も
相
談
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
自
宅
を
訪

問
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
担
当
地
域
の
西
宮
市
高
齢
者

あ
ん
し
ん
窓
口
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

※
令
和
６
年
11
・
12
月
号
の
名
塩
版

に
、「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
塩
瀬

が
J
R
西
宮
名
塩
駅
近
く
に
相
談

所
を
開
設
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
が
、
出
張
所
的
な
相
談
所

は
開
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ま
す

市
内
に
何
カ

所
あ
り
ま
す
か
？

市
内
15
カ
所

に
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
担
当

は
町
別
（
一
部
は

－福祉のまちづくり課に聞きました－
【問い合わせ】 0798-35-3079

西宮市高齢者あんしん窓口
（地域包括支援センター）について

教えてください

（西百無）第 0026 号

担当の西宮市
高齢者あんし
ん窓口の検索
はこちら →

高齢者あんしん窓口の主な業務

①総合相談・支援
　 介護保険制度だけでなく、市
の福祉サービスや地域資源も
活用した総合的な支援

②介護予防
　 介護予防ケアプランなどの作
成や、西宮いきいき体操の取
り組み支援など

③権利擁護
　 高齢者の人権や財産を守る権
利擁護支援や高齢者虐待の早
期発見・防止など

④関係機関等との連携
　 医療機関や薬局、民生・児童
委員、ケアマネジャー、地域
団体など、さまざまな関係機
関・関係者と連携した生活全
体の支援
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利用者
募集
利用者
募集

社会福祉法人

神港園レインボー西宮神港園レインボー西宮 家庭的で、尊厳があり、安心な暮らしをご提供いたします。
健康はもちろん、認知症の進行予防などを考えた各種療法に取組んでいます。
地域と密着したイベントの開催など、皆様と交流を深めています。

見学・体験受付中デイサービスセンター 認知症対応型デイサービスセンター

神港園レインボー酒蔵通

●資料のご請求・お問い合せ先

Email : rainbow-sakagura@shinkouen.or.jp

本館・西館

他にも、グループホーム・居宅介護支援事業所・放課後等デイサービスを併設。

神港園レインボー西宮 TEL:0798-43-5450
FAX:0798-43-5452

●資料のご請求・お問い合わせ先

■本館　全 32戸
シングルタイプ約 30ｍ2/27 戸…月 12万～13万
ファミリータイプ約 45ｍ2/5 戸…月 19万
■西館　全 18戸　全室 18.53ｍ2…月 11万
〈敷金〉原則退去時に返金いたします。
〈その他費用〉別途ご確認ください。
本館条件：60歳以上、共同生活に支障のない方、運
営、管理規定を順守いただける方。西館条件：60歳
以上、要介護 1～5の方、共同生活に支障のない方、
運営、管理規定を順守いただける方。

〒663-8135 西宮市上田西町3-28
Email : info-rainbow@shinkouen.or.jp

詳しくはこちら

元気な方も、介護が必要な方も、
酒蔵通の暮らしを

本　館
みまわりサポート

西　館
24時間サポート

介護
募集

職
員

パ－ト、常勤、介護補助など

①西宮市上田西町3-28　神港園レインボー西宮
②西宮市久保町7-35　神港園レインボー酒蔵通
●詳しくはお問い合わせください

神港園レインボー西宮
〒663-8135 西宮市上田西町3-28

【勤務場所】
有資格者優遇 普通免許所持者歓迎



西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓

口
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す

か
？

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓

口
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・
支

援
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。
高
齢

者
に
関
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
誰

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
正
式
名
称
は
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
す
が
、
西
宮
市
で

は
よ
り
身
近
な
呼
称
と
し
て
、「
西

宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
」
と

い
う
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

丁
目
別
・
番
地
別
）
で
分
か
れ
て

い
ま
す
。

い
つ
開
所
し
て
い
ま
す
か
？

月
〜
土
曜
日
の
9
〜
17
時
で

す
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）。

ど
の
よ
う
な
職
種
の
人
が
い

ま
す
か
？

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
士
、
保
健
師
・
看
護
師
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
各
担
当
地
域

の
高
齢
者
人
口
に
応
じ
て
配
置
し

て
い
る
の
で
、
職
員
数
は
窓
口
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
訪
問
な
ど

に
よ
り
職
員
が
不
在
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
を
訪
れ

る
と
き
は
事
前
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？

主
な
仕
事
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
を
専
門
と
す
る
職
員
が
連

携
し
て
対
応
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
で

す
か
？一

番
多
い
相
談
は
、
介
護
保

険
制
度
や
介
護
に
つ
い
て
で
す
。

次
に
、
医
療
や
健
康
に
つ
い
て
の

相
談
、
生
活
に
関
す
る
相
談
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
相
談
が
続
き
ま

す
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
困
り

ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

・ 
要
介
護
認
定
申
請
の
手
続
き
を

知
り
た
い

・ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
た
い

・ 

独
り
暮
ら
し
の
親
の
物
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
い
る

・ 

仕
事
と
介
護
の
両
立
が
大
変
で

疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

・ 

近
所
に
心
配
な
高
齢
者
が
い
て
、

気
に
な
っ
て
い
る

・ 

地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
い
が
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か

・ 

足
腰
を
強
く
し
て
、
今
の
生
活

を
続
け
た
い

・ 

詐
欺
の
よ
う
な
電
話
が
増
え
て

い
て
不
安
に
感
じ
て
い
る

・ 

近
所
の
高
齢
者
宅
か
ら
怒
鳴
り

声
が
よ
く
聞
こ
え
る
が
…
。
も

し
か
し
て
虐
待
で
は
？

窓
口
ま
で
行
か
な
い
と
相
談

で
き
ま
せ
ん
か
？

電
話
で
も
相
談
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
自
宅
を
訪

問
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
担
当
地
域
の
西
宮
市
高
齢
者

あ
ん
し
ん
窓
口
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

※
令
和
６
年
11
・
12
月
号
の
名
塩
版

に
、「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
塩
瀬

が
J
R
西
宮
名
塩
駅
近
く
に
相
談

所
を
開
設
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
が
、
出
張
所
的
な
相
談
所

は
開
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ま
す

市
内
に
何
カ

所
あ
り
ま
す
か
？

市
内
15
カ
所

に
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
担
当

は
町
別
（
一
部
は

－福祉のまちづくり課に聞きました－
【問い合わせ】 0798-35-3079

西宮市高齢者あんしん窓口
（地域包括支援センター）について

教えてください

（西百無）第 0026 号

担当の西宮市
高齢者あんし
ん窓口の検索
はこちら →

高齢者あんしん窓口の主な業務

①総合相談・支援
　 介護保険制度だけでなく、市
の福祉サービスや地域資源も
活用した総合的な支援

②介護予防
　 介護予防ケアプランなどの作
成や、西宮いきいき体操の取
り組み支援など

③権利擁護
　 高齢者の人権や財産を守る権
利擁護支援や高齢者虐待の早
期発見・防止など

④関係機関等との連携
　 医療機関や薬局、民生・児童
委員、ケアマネジャー、地域
団体など、さまざまな関係機
関・関係者と連携した生活全
体の支援
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関西ペイントがサポートする施工店をご紹介しています。 リフォームサミット

ホームページはこちら大切な住まいの塗り替えに
より良い「製品」と「技術」と
「サービス」をお届けします。



第17回
幻
の
大
仏
鉄
道

　
　
　
　遺
構
巡
り

（
京
都
府
木
津
川
市
〜
奈
良
県
奈
良
市
）

を
結
ぶ
わ
ず
か
９
・
９
㎞
の
路
線

の
愛
称
で
す
。
明
治
31
（
１
８
９

８
）
年
４
月
の
開
業
時
は
大
仏
駅

が
終
着
駅
で
し
た
が
、
翌
年
５
月

に
は
奈
良
駅
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が

明
治
40
年
、
加
茂
駅
か
ら
木
津
駅

を
経
て
奈
良
駅
へ
至
る
平
坦
な

ル
ー
ト
が
開
通
す
る
と
、

急
坂
の
難
所
を
抱
え
る

大
仏
鉄
道
は
９
年
で
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ

た
色
鮮
や
か
な
深
紅
の

蒸
気
機
関
車「
電い

な
ず
ま光
号
」

な
ど
が
駆
け
抜
け
た
幻

の
鉄
道
で
す
。

　
生
瀬
地
域
に
は
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
廃
線
跡
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
国
道
１
７
６
号

（
名
塩
道
路
）
に
昨
年
２
月
、生
瀬

ト
ン
ネ
ル
開
通
と
同
時
に
新
し
い

分岐点には必ず案内板が
ありました

のどかな山道が続きます

当時の列車の動輪

スタート：JR加茂駅　ランプ小屋近くに
ある木津川市観光案内所で「幻の大仏鉄道遺
構めぐりマップ」をもらいました。

①ランプ小屋　鉄道で使われたランプや
燃料を保管するための小屋。明治30年に建
てられました。切り妻屋根でオランダ積みの
赤レンガ造り。128年前の駅や列車はランプ
のほのかな明かりに照らされていたそうです。

大仏鉄道をモデルとした絵
本『イナヅマごうがやって
きた』（福音館書店）があ
ります。初めて列車を見た
子どもを描いたかわいい絵
本です

歩
道
が
で
き
、
訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー

も
増
え
ま
し
た
。
こ
の
廃
線
跡
ハ

イ
ク
の
魅
力
は
、
武
庫
川
渓
谷
の

四
季
折
々
の
美
し
さ
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

　
他
に
も
魅
力
あ
る
廃
線
跡
は
な

い
か
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
大
仏
鉄

道
」
と
い
う
廃
線
跡
を
見
つ
け
た

の
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。

幻
の
大
仏
鉄
道
と
は
…

　

大
仏
鉄
道
は
、
今
か
ら
１
２

０
年
以
上
前
に
関か
ん
せ
い西
鉄
道
会
社

が
名
古
屋
方
面
か
ら
東
大
寺
大

仏
殿
へ
の
参
拝
客
を
獲
得
す
る

た
め
走
ら
せ
た
、
加
茂
と
奈
良

752

324

44

24

44

JR大和路線

J
R
奈
良
線

奈良駅

木津駅

加茂
駅

ならやま大通り
平城
山駅

1

2
345

6

8

9

10

7
奈良加茂線

②観音寺橋台　大仏鉄道の高低差を緩和
するために造られた石積みの橋台。前が大仏
鉄道跡、後方がJR大和路線。2本の線路が併
走しています。
　唯一、大仏
鉄道の橋台の
後方を走る列
車を撮れる人
気の場所です。

③鹿
か せ や ま
背山橋台

　水路（右写真中央）
を挟んで立つ堅固な構
えの石積みの橋台。今
も真っすぐに立ってい
る橋台の上を、深紅の
列車が走っていました。

　大仏鉄道築堤の際、農道や水路を
通すために設けられた隧道。アーチ
部分のレンガは長手積み、坑門はイ
ギリス積みで、当時の技術の高さが
分かります。内部を歩くことができ
ます。

　大仏駅跡に動輪のモ
ニュメントと説明碑が
建てられた公園です。
「この鉄道は市民・観光
客にも親しまれ、大仏
詣での人たちもこの駅
で下車し、一条通りを
通って東大寺に参拝し
ていた」と説明碑に書
いてありました。

　レンガ造りのしっかりしたきれいな橋。
この橋の上を明治時代は電光号が走って
いました。今は生活道路として利用され
ています。

参照：奈良市観光戦略課ホームページ・木津川市観光商工課ホームページ

④梶ヶ谷隧
ずいどう
道

⑤赤橋

⑨
黒
髪
山
ト
ン
ネ
ル
跡

⑧
鹿
川
隧
道

⑦
松
谷
川
隧
道

⑥
井
関
川
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
跡

⑩大仏鉄道記念公園

ゴール：JR奈良駅

～遺構巡り～ ウオーキングコース

城山台公園、ゴルフ場、新興住宅地の横を通り、
後半の遺構巡りへ

イラスト：喜多亜紀

客席は４・５人乗りの箱型でし
た。赤くてかわいい形状から
マッチ箱と呼ばれていたとか

大仏鉄道跡
（加茂～大仏～奈良間９. ９㎞）
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押入 押入物入

バ
ル
コ
ニ
ー

洋　室
10帖

ダイニング
8帖

浴
室

玄関

トイレ

地域とともに20周年地域とともに20周年

ご夫婦二人一室のご利用で
月々195,000円から

住宅型有料老人ホーム住宅型有料老人ホーム

ご夫婦プラン 月払い方式
2人部屋 ４１㎡
1人で広々プラン 月払い方式
1人部屋 ４１㎡
ご夫婦プラン 入居金方式
2人部屋 ４１㎡
1人で広々プラン 入居金方式
1人部屋 ４１㎡

■１室料金表

詳しくはお問い合わせ下さい。

※入居金は初期償却600,000円となります。入居金方式では2,400,000円を60ヶ月で償却します。

600,000円

600,000円

3,000,000円

3,000,000円

235,000円

235,000円

195,000円

195,000円

27,500円

16,500円

27,500円

16,500円

入居時費用 月額利用料 事務共益費

金額はすべて税込価格となります。

●食費（希望者のみ）1日/1,980円

コープ
甲東園
コープ
甲東園

関
西
み
ら
い
銀
行

関
西
み
ら
い
銀
行
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月
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開
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同
時
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新
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分岐点には必ず案内板が
ありました

のどかな山道が続きます

当時の列車の動輪

スタート：JR加茂駅　ランプ小屋近くに
ある木津川市観光案内所で「幻の大仏鉄道遺
構めぐりマップ」をもらいました。

①ランプ小屋　鉄道で使われたランプや
燃料を保管するための小屋。明治30年に建
てられました。切り妻屋根でオランダ積みの
赤レンガ造り。128年前の駅や列車はランプ
のほのかな明かりに照らされていたそうです。

大仏鉄道をモデルとした絵
本『イナヅマごうがやって
きた』（福音館書店）があ
ります。初めて列車を見た
子どもを描いたかわいい絵
本です

歩
道
が
で
き
、
訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー

も
増
え
ま
し
た
。
こ
の
廃
線
跡
ハ

イ
ク
の
魅
力
は
、
武
庫
川
渓
谷
の

四
季
折
々
の
美
し
さ
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

　
他
に
も
魅
力
あ
る
廃
線
跡
は
な

い
か
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
大
仏
鉄

道
」
と
い
う
廃
線
跡
を
見
つ
け
た

の
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。

幻
の
大
仏
鉄
道
と
は
…

　

大
仏
鉄
道
は
、
今
か
ら
１
２

０
年
以
上
前
に
関か

ん
せ
い西
鉄
道
会
社

が
名
古
屋
方
面
か
ら
東
大
寺
大

仏
殿
へ
の
参
拝
客
を
獲
得
す
る

た
め
走
ら
せ
た
、
加
茂
と
奈
良

752

324

44

24

44

JR大和路線

J
R
奈
良
線

奈良駅

木津駅

加茂
駅

ならやま大通り
平城
山駅

1

2
345

6

8

9

10

7
奈良加茂線

②観音寺橋台　大仏鉄道の高低差を緩和
するために造られた石積みの橋台。前が大仏
鉄道跡、後方がJR大和路線。2本の線路が併
走しています。
　唯一、大仏
鉄道の橋台の
後方を走る列
車を撮れる人
気の場所です。

③鹿
か せ や ま
背山橋台

　水路（右写真中央）
を挟んで立つ堅固な構
えの石積みの橋台。今
も真っすぐに立ってい
る橋台の上を、深紅の
列車が走っていました。

　大仏鉄道築堤の際、農道や水路を
通すために設けられた隧道。アーチ
部分のレンガは長手積み、坑門はイ
ギリス積みで、当時の技術の高さが
分かります。内部を歩くことができ
ます。

　大仏駅跡に動輪のモ
ニュメントと説明碑が
建てられた公園です。
「この鉄道は市民・観光
客にも親しまれ、大仏
詣での人たちもこの駅
で下車し、一条通りを
通って東大寺に参拝し
ていた」と説明碑に書
いてありました。

　レンガ造りのしっかりしたきれいな橋。
この橋の上を明治時代は電光号が走って
いました。今は生活道路として利用され
ています。

参照：奈良市観光戦略課ホームページ・木津川市観光商工課ホームページ

④梶ヶ谷隧
ずいどう
道

⑤赤橋

⑨
黒
髪
山
ト
ン
ネ
ル
跡

⑧
鹿
川
隧
道

⑦
松
谷
川
隧
道

⑥
井
関
川
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
跡

⑩大仏鉄道記念公園

ゴール：JR奈良駅

～遺構巡り～ ウオーキングコース

城山台公園、ゴルフ場、新興住宅地の横を通り、
後半の遺構巡りへ

イラスト：喜多亜紀

客席は４・５人乗りの箱型でし
た。赤くてかわいい形状から
マッチ箱と呼ばれていたとか

大仏鉄道跡
（加茂～大仏～奈良間９. ９㎞）

21



イ
ベ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください

＝会場 ＝申し込み ＝問い合わせ

23 22

●薬草フェア　5 月 11 日（日）10 時
～ 16時■場北山緑化植物園。薬草講演

（大阪医科薬科大学・芝野真喜雄教授）、
薬草の正しい利用法、お薬相談、キッ
ズファーマシー、薬物乱用防止啓発活
動コーナーなど。薬草講演は先着40
人。無料。■問西宮市薬剤師会（☎26-
3410）
●第14回うきうきコンサート　5月
17 日（土）13 時 30 分～■場 なるお文
化ホール。無料。■問鳴尾吹奏楽団（☎
41-8033　源太）
●第63回市民コーラス大会　5 月
18日（日）11時～■場アミティ・ベイコ
ムホール。無料。■問西宮市文化振興財
団（☎33-3146）
●第34回西宮写真美術協会展　5月
20 日（火）～ 25 日（日）10 時 ～ 17
時※最終日は16時■場北口ギャラリー。
無料。■問 同会（☎ 090-2288-4682　
田中）
●歌とフルートとピアノの癒しのコン
サート　5月24日（土）14時～■場 甲
東ホール。一般2500円、小学生以下
1000円。■問 同実行委員会（☎070-
8599-6568　溝口）
●第8回ファミリーコンサート　5月
25日（日）14時～■場なるお文化ホール。
無料。■問さくらムジカオーケストラ（☎
090-1951-3164　福島）
●西宮クラシックギター練習会第24
回コンサート　5 月 31 日（土）13 時
～■場夙川公民館。無料。■問同実行委員
会（☎26-1596　古橋）
●第45回ぐるっぺあし写真展　6月
5日（木）～ 9日（月）10時～ 17時※
最終日は15時まで■場フレンテ西宮。
無料。■問 同会（☎ 090-2010-3712　
中西）

●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇
生法・AEDの取り扱い方・応急手当
の方法などについて3時間）①5月28
日（水）② 6 月 4 日（水）③ 6 月 25 日

（水）④7月9日（水）普通救命講習（e-
ラーニング：心肺蘇生法・AEDの取
り扱い方・応急手当の方法などの実技
部 分 に つ いて 2 時 間）⑤ 5 月 11 日

（日）上級救命講習（e-ラ－ニング：普
通救命講習に加えて、小児・乳児の心
肺蘇生法や傷病者管理、応急手当の方
法、搬送法などについて6時間）⑥6
月 11 日（水）。① ～ ④ 9 時 30 分 ～
12 時 30 分、⑤ 9 時 30 分 ～ 11 時
30 分、⑥ 9 時 30 分 ～ 16 時 30 分。
いずれも定員30人。受付は開催日の
1カ月前から講習実施日の5日前まで。
■場市・消防局。■申市・ホームページ■問
市・消防局救急課（☎32-7319）へ
●おひとり様の老後対策セミナー　①
5 月 12 日（月）13 時 30 分～■場 夙川
公民館②5月24日（土）■場 上甲子園
公民館。無料。要申し込み。■申＆■問相
続遺言・交通事故支援センター（☎
090-5659-6891　松本）
●すこやか介護教室「福祉用具につい
て～在宅介護をする時、こんな物があ
れば負担が軽減するよ～」　5月22日

（木）14時～。無料。■場＆■問すこやかケ
ア西宮（☎68-2700）
●県立西宮病院県民公開講座「知らな
い間に緑内障！？早く見つけて上手に
付き合おう！」「新病院の案内」　6月
28日（土）14時～。無料。■場西宮市フ
レンテホール■問同院地域医療連携セン
ター（☎34-5151）
●第28回西宮市健康市民講座「山田
雅人かたりの世界」　7月5日（土）14
時～■場西宮市医師会看護専門学校、西
宮医療会館。無料。定員200人※応募
多数の場合は抽選。■申＆■問 6月13日
までに西宮医療連盟（☎26-0661）へ

●あお木たかこ作品展　6月5日（木）
～ 10日（火）11時～ 18時※最終日
は15時まで。無料。■場＆■問ギャラリー
アライ（☎42-2263）
●第52回甲東サロンコンサート　6
月 7 日（土）15 時 ～ ■場 甲 東 ホ ール。
1500円。全席自由。未就学児の入場
不可。■問西宮市文化振興財団（☎33-
3146）
●西宮市100周年記念コンサートあ
なたと歩んだ音楽、ここにあります。　
6月21日（土）15時～■場アミティ・ベ
イコムホール。一般2000円、25歳以
下1000円、市内在住25歳以下500
円※当日各500円増。全席自由。未就
学児の入場不可。■問西宮市文化振興財
団・西宮市民会館（☎33-3111）
●朗読劇「火垂るの墓」　6 月 28 日

（土）13時～、16時～■場山口ホール。
無料。■問シャクナゲ・子供の家（080-
1423-5021　竹田）
●第74回西宮市展　6月28日（土）
～ 7月5日（土）10時～ 17時※最終
日は15時まで■場市民ギャラリー。6月
30日休館。■問西宮市文化振興財団（☎
33-3146）
●第22回西宮太鼓フェスティバル　　
6月29日（日）13時～■場アミティ・ベ
イコムホール。2000円※当日500円
増（5月9日（金）販売開始）。全席指定。
■問 西 宮 市 文 化 振 興 財 団（☎ 33-
3146）
●バロック音楽でストレッチ　6月30
日（月）13時～。1500円。定員20人
程度。要事前申し込み。■申＆■場＆■問西
宮市プレラホール（☎64-9485）
●音で遊ぶ　黒岩航紀＆乾将万ピアノ
連弾リサイタル　7月2日（水）11時
～■場芸術文化センター。無料。■問イヌ
イミュージックサロン（☎080-4761-
6820）

●西宮少年合唱団新入団員募集　5
月25日（日）10時～■場西宮市民会館。
対象：市内在住の小学4 ～ 6年生、
中学1・2年生。募集人数：小学生
30人程度、中学生は若干名。■申 5月
19日までにホームページ（https://
x.gd/4j7Rj）から。■問西宮市文化振興
財団（☎33-3146）
●武庫川女子大学オープンカレッジ
講座「きれいで元気になれる食育レッ
スン」参加者募集　きれいで元気にな
れる食べ方を講義と実習で楽しく学
びます。前・後期終了すると食育活動
に参加可。前期：5月14日～ 7月9
日の水曜日（6回シリーズ）10時45
分～。15300円＋別途必要経費（テ

キスト代、会員登録料）。定員25人
（先着順）。■場同大西宮北口キャンパ
ス。■申＆■問同大オープンカレッジ事務
室（☎31-3246）
●公募展「第1回はじまりのアート」
作品募集　自身が制作した作品を北
口ギャラリーで発表。展覧会会期：9
月30日（火）～ 10月5日（日）10時
～ 17時※最終日は15時まで。ジャ
ンル、テーマは不問。点数制限、サイ
ズ上限なし。参加資格：高校生・大
学生・大学院生・専門学校生。出展料：
1人につき1000円。■申 5月30日ま
でに①申込書②展示プラン③作風が
分かる資料を北口ギャラリーへ郵送
または持参（火～日曜日の10時～
20時）。詳細は北口ギャラリーホーム
ページを参照。■問北口ギャラリー（☎

69-3160）
●第21回小学生スナッグゴルフ大会
参加者募集　8 月 18 日（月）8 時～
15時■場西宮カントリー倶楽部。阪神
教育事務所管内各小学校3 ～ 6年生
が対象（定員110人）、1・2年生は
児童と保護者のペア（20組）※応募
多数の場合は抽選。無料（用具貸与、
昼食、送迎バス他）。事前練習会①7
月 24 日（木）② 7 月 29 日（火）③ 8
月1日（金）④8月6日（水）練習会場
①②中央体育館分館グラウンド9時
～ 11時、③④浜甲子園多目的グラウ
ンドA 9時20分～ 12時。■申＆■問 7
月15日までに西宮市ゴルフ協会事務
所（☎67-2055 ※火・木・金曜日）
へ

※�7・8月号に掲載希望の情報は、5月20日（火）までに郵送、またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。開催日、申込期限が7月10日以降のものが掲載対象となります。
なお、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない場合があります。掲載の可否、ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください

　下記の招待券をプレゼントします。はがきに、希望チケット・住所・氏名・年齢・『宮っ子』の感想
を記入の上、5月20日（火）までに、巻末の西宮コミュニティ協会へ（個人情報は他の目的には使
用しません。感想を誌上で紹介することがあります。匿名希望の人は書き添えてください）。

●�京都市京セラ美術館「松本市美術
館所蔵　草間彌生　版画の世界　反
復と増殖　」　 （2組4人）

前 期：4 月 25 日
（金）～ 6月29日
（日）後期：7月1
日（火）～9月7日

（日）10 時 ～ 18
時※入場は閉館
の 30 分 前 ま で。
月曜日休館※5月
5 日、7 月 21 日、

8月11日は開館。一般2200円、高・
大生 1400 円、小・中生 600 円、未
就学児無料）、障害者手帳等を提示の
人とその介助者1名は無料（要証明）。
■場＆■問同館（☎075-771-4334）

●�大 阪歴史博物館「正倉院�THE�
SHOW」　 （5組10人）

6月14日（土）～ 8
月 24 日（ 日 ）9 時
30 分～ 17 時※ 入
館は閉館の30分前
まで。火曜日休館※
8 月 12 日 は 開 館。
一般 2000 円、高・
大生 1500 円、小・
中生1000円。要学
生証提示。未就学児、
障害者手帳等を提
示の人とその介助者
1名は無料（要証明）。

■場同館■問大阪市総合コールセンター
なにわコール（☎06-4301-7285）

●�大阪中之島美術館「日本美術の鉱
脈」展　未来の国宝を探せ！　
　 （2組4人）

6月21日（土）
～ 8 月 31 日

（日）10 時 ～
17時※入場は
閉館の30分前
まで■場同館。月
曜 日、7 月 22
日 休 館 ※ 7 月
21日、8月11

日は開館。料金は未定、障害者手帳等
を提示の人とその介助者1名は半額

（要証明）。■問大阪市総合コールセン
タ ー な に わ コ ー ル（☎ 06-4301-
7285）

※�P22、23の情報は令和7年3月末時点のものです。諸事情により、予告なく中止、変更される場合もあります。ご了承ください。詳しくは各団体などに
お問い合わせください

3Dデジタルデータ　螺鈿
紫檀五絃琵琶　撮影およ
び計測：宮内庁正倉院事
務所・TOPPAN 株式会
社

伊藤若沖「竹鶏図屏風」寛政 2
（1790）年以前　二曲一隻　紙
本金地墨画
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●薬草フェア　5 月 11 日（日）10 時
～ 16時■場北山緑化植物園。薬草講演

（大阪医科薬科大学・芝野真喜雄教授）、
薬草の正しい利用法、お薬相談、キッ
ズファーマシー、薬物乱用防止啓発活
動コーナーなど。薬草講演は先着40
人。無料。■問西宮市薬剤師会（☎26-
3410）
●第14回うきうきコンサート　5月
17 日（土）13 時 30 分～■場 なるお文
化ホール。無料。■問鳴尾吹奏楽団（☎
41-8033　源太）
●第63回市民コーラス大会　5 月
18日（日）11時～■場アミティ・ベイコ
ムホール。無料。■問西宮市文化振興財
団（☎33-3146）
●第34回西宮写真美術協会展　5月
20 日（火）～ 25 日（日）10 時 ～ 17
時※最終日は16時■場北口ギャラリー。
無料。■問 同会（☎ 090-2288-4682　
田中）
●歌とフルートとピアノの癒しのコン
サート　5月24日（土）14時～■場 甲
東ホール。一般2500円、小学生以下
1000円。■問 同実行委員会（☎070-
8599-6568　溝口）
●第8回ファミリーコンサート　5月
25日（日）14時～■場なるお文化ホール。
無料。■問さくらムジカオーケストラ（☎
090-1951-3164　福島）
●西宮クラシックギター練習会第24
回コンサート　5 月 31 日（土）13 時
～■場夙川公民館。無料。■問同実行委員
会（☎26-1596　古橋）
●第45回ぐるっぺあし写真展　6月
5日（木）～ 9日（月）10時～ 17時※
最終日は15時まで■場フレンテ西宮。
無料。■問 同会（☎ 090-2010-3712　
中西）

●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇
生法・AEDの取り扱い方・応急手当
の方法などについて3時間）①5月28
日（水）② 6 月 4 日（水）③ 6 月 25 日

（水）④7月9日（水）普通救命講習（e-
ラーニング：心肺蘇生法・AEDの取
り扱い方・応急手当の方法などの実技
部 分 に つ いて 2 時 間）⑤ 5 月 11 日

（日）上級救命講習（e-ラ－ニング：普
通救命講習に加えて、小児・乳児の心
肺蘇生法や傷病者管理、応急手当の方
法、搬送法などについて6時間）⑥6
月 11 日（水）。① ～ ④ 9 時 30 分 ～
12 時 30 分、⑤ 9 時 30 分 ～ 11 時
30 分、⑥ 9 時 30 分 ～ 16 時 30 分。
いずれも定員30人。受付は開催日の
1カ月前から講習実施日の5日前まで。
■場市・消防局。■申市・ホームページ■問
市・消防局救急課（☎32-7319）へ
●おひとり様の老後対策セミナー　①
5 月 12 日（月）13 時 30 分～■場 夙川
公民館②5月24日（土）■場 上甲子園
公民館。無料。要申し込み。■申＆■問相
続遺言・交通事故支援センター（☎
090-5659-6891　松本）
●すこやか介護教室「福祉用具につい
て～在宅介護をする時、こんな物があ
れば負担が軽減するよ～」　5月22日

（木）14時～。無料。■場＆■問すこやかケ
ア西宮（☎68-2700）
●県立西宮病院県民公開講座「知らな
い間に緑内障！？早く見つけて上手に
付き合おう！」「新病院の案内」　6月
28日（土）14時～。無料。■場西宮市フ
レンテホール■問同院地域医療連携セン
ター（☎34-5151）
●第28回西宮市健康市民講座「山田
雅人かたりの世界」　7月5日（土）14
時～■場西宮市医師会看護専門学校、西
宮医療会館。無料。定員200人※応募
多数の場合は抽選。■申＆■問 6月13日
までに西宮医療連盟（☎26-0661）へ

●あお木たかこ作品展　6月5日（木）
～ 10日（火）11時～ 18時※最終日
は15時まで。無料。■場＆■問ギャラリー
アライ（☎42-2263）
●第52回甲東サロンコンサート　6
月 7 日（土）15 時 ～ ■場 甲 東 ホ ール。
1500円。全席自由。未就学児の入場
不可。■問西宮市文化振興財団（☎33-
3146）
●西宮市100周年記念コンサートあ
なたと歩んだ音楽、ここにあります。　
6月21日（土）15時～■場アミティ・ベ
イコムホール。一般2000円、25歳以
下1000円、市内在住25歳以下500
円※当日各500円増。全席自由。未就
学児の入場不可。■問西宮市文化振興財
団・西宮市民会館（☎33-3111）
●朗読劇「火垂るの墓」　6 月 28 日

（土）13時～、16時～■場山口ホール。
無料。■問シャクナゲ・子供の家（080-
1423-5021　竹田）
●第74回西宮市展　6月28日（土）
～ 7月5日（土）10時～ 17時※最終
日は15時まで■場市民ギャラリー。6月
30日休館。■問西宮市文化振興財団（☎
33-3146）
●第22回西宮太鼓フェスティバル　　
6月29日（日）13時～■場アミティ・ベ
イコムホール。2000円※当日500円
増（5月9日（金）販売開始）。全席指定。
■問 西 宮 市 文 化 振 興 財 団（☎ 33-
3146）
●バロック音楽でストレッチ　6月30
日（月）13時～。1500円。定員20人
程度。要事前申し込み。■申＆■場＆■問西
宮市プレラホール（☎64-9485）
●音で遊ぶ　黒岩航紀＆乾将万ピアノ
連弾リサイタル　7月2日（水）11時
～■場芸術文化センター。無料。■問イヌ
イミュージックサロン（☎080-4761-
6820）

●西宮少年合唱団新入団員募集　5
月25日（日）10時～■場西宮市民会館。
対象：市内在住の小学4 ～ 6年生、
中学1・2年生。募集人数：小学生
30人程度、中学生は若干名。■申 5月
19日までにホームページ（https://
x.gd/4j7Rj）から。■問西宮市文化振興
財団（☎33-3146）
●武庫川女子大学オープンカレッジ
講座「きれいで元気になれる食育レッ
スン」参加者募集　きれいで元気にな
れる食べ方を講義と実習で楽しく学
びます。前・後期終了すると食育活動
に参加可。前期：5月14日～ 7月9
日の水曜日（6回シリーズ）10時45
分～。15300円＋別途必要経費（テ

キスト代、会員登録料）。定員25人
（先着順）。■場同大西宮北口キャンパ
ス。■申＆■問同大オープンカレッジ事務
室（☎31-3246）
●公募展「第1回はじまりのアート」
作品募集　自身が制作した作品を北
口ギャラリーで発表。展覧会会期：9
月30日（火）～ 10月5日（日）10時
～ 17時※最終日は15時まで。ジャ
ンル、テーマは不問。点数制限、サイ
ズ上限なし。参加資格：高校生・大
学生・大学院生・専門学校生。出展料：
1人につき1000円。■申 5月30日ま
でに①申込書②展示プラン③作風が
分かる資料を北口ギャラリーへ郵送
または持参（火～日曜日の10時～
20時）。詳細は北口ギャラリーホーム
ページを参照。■問北口ギャラリー（☎

69-3160）
●第21回小学生スナッグゴルフ大会
参加者募集　8 月 18 日（月）8 時～
15時■場西宮カントリー倶楽部。阪神
教育事務所管内各小学校3 ～ 6年生
が対象（定員110人）、1・2年生は
児童と保護者のペア（20組）※応募
多数の場合は抽選。無料（用具貸与、
昼食、送迎バス他）。事前練習会①7
月 24 日（木）② 7 月 29 日（火）③ 8
月1日（金）④8月6日（水）練習会場
①②中央体育館分館グラウンド9時
～ 11時、③④浜甲子園多目的グラウ
ンドA 9時20分～ 12時。■申＆■問 7
月15日までに西宮市ゴルフ協会事務
所（☎67-2055 ※火・木・金曜日）
へ

※�7・8月号に掲載希望の情報は、5月20日（火）までに郵送、またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。開催日、申込期限が7月10日以降のものが掲載対象となります。
なお、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない場合があります。掲載の可否、ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください

　下記の招待券をプレゼントします。はがきに、希望チケット・住所・氏名・年齢・『宮っ子』の感想
を記入の上、5月20日（火）までに、巻末の西宮コミュニティ協会へ（個人情報は他の目的には使
用しません。感想を誌上で紹介することがあります。匿名希望の人は書き添えてください）。

●�京都市京セラ美術館「松本市美術
館所蔵　草間彌生　版画の世界　反
復と増殖　」　 （2組4人）

前 期：4 月 25 日
（金）～ 6月29日
（日）後期：7月1
日（火）～9月7日

（日）10 時 ～ 18
時※入場は閉館
の 30 分 前 ま で。
月曜日休館※5月
5 日、7 月 21 日、

8月11日は開館。一般2200円、高・
大生 1400 円、小・中生 600 円、未
就学児無料）、障害者手帳等を提示の
人とその介助者1名は無料（要証明）。
■場＆■問同館（☎075-771-4334）

●�大 阪歴史博物館「正倉院�THE�
SHOW」　 （5組10人）

6月14日（土）～ 8
月 24 日（ 日 ）9 時
30 分 ～ 17 時 ※ 入
館は閉館の30分前
まで。火曜日休館※
8 月 12 日 は 開 館。
一般 2000 円、高・
大生 1500 円、小・
中生1000円。要学
生証提示。未就学児、
障害者手帳等を提
示の人とその介助者
1名は無料（要証明）。

■場同館■問大阪市総合コールセンター
なにわコール（☎06-4301-7285）

●�大阪中之島美術館「日本美術の鉱
脈」展　未来の国宝を探せ！　
　 （2組4人）

6月21日（土）
～ 8 月 31 日

（日）10 時 ～
17時※入場は
閉館の30分前
まで■場同館。月
曜 日、7 月 22
日 休 館 ※ 7 月
21日、8月11

日は開館。料金は未定、障害者手帳等
を提示の人とその介助者1名は半額

（要証明）。■問大阪市総合コールセン
タ ー な に わ コ ー ル（☎ 06-4301-
7285）

※�P22、23の情報は令和7年3月末時点のものです。諸事情により、予告なく中止、変更される場合もあります。ご了承ください。詳しくは各団体などに
お問い合わせください

3Dデジタルデータ　螺鈿
紫檀五絃琵琶　撮影およ
び計測：宮内庁正倉院事
務所・TOPPAN 株式会
社

伊藤若沖「竹鶏図屏風」寛政 2
（1790）年以前　二曲一隻　紙
本金地墨画

↓

どこかで見かけたことがある？ あれ、お隣さん？
そんな身近な人を紹介したくて始めました。
特技があってもなくっても、み～んな仲間、西宮「人」！
ただいま増殖中です。



■編集・発行／西宮コミュニティ協会
　〒662‒8567 西宮市六湛寺町１０‒３ 市庁舎７階地域コミュニティ推進課内
　☎０７９８‒３５‒３４58　FAX ０７９８‒３６‒２８８２
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■『宮っ子』は企画、 編集、 配布を市民ボランティアで行っている地域情報誌です。 各支所・市民サービス
　センターで配布しています。 過去のバックナンバーはインターネットから閲覧可能です。 宮っ子　検索 検 索
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住宅の 安全で快適な住まいへ
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地
域
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、
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も
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い
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と
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度
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た
り
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表
紙
は
『
宮
っ
子
』

の
顔
！
　
こ
れ
か
ら
も
、
す
て
き
な

写
真
を
お
届
け
し
ま
す
。（
事
務
局
）

　市は住宅などをバリアフリー改造する場合、費用の一部を助成しています。工事契約前
に申請し、助成の決定を受けることが必要です。また、助成の決定前に契約・着工された
工事については助成できません。
　対象者に応じて制度の内容が異なります。詳しくは、担当窓口までお問い合わせくださ
い（①②は予算がなくなり次第、または、11月28日に受付終了）。

不審に思ったら、
西宮警察 0798-33-0110まで

詐欺にご注意ください
令和7年5月26日改正戸籍法施行

住宅のバリアフリー化に対する助成

すまいづくり推進課
（☎0798‒35‒3778）

21戸以上の分譲マンションの管理組合
助成対象外：平成14（2002）年10月１日以降建築
51戸以上で平成５年10月１日以降建築

65歳以上の方がいる世帯※●①個 人 型

●②共 用 型
（分譲マンション）

対　　　　象 担当窓口助成種別

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

バリアフリー改造費の一部助成バリアフリー改造費の一部助成

（
左
上
か
ら
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く
）
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テ
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■
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域
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美

■
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ケ
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上
ケ
原
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■
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木
地
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地
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■
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塩
地
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■

生
瀬
地
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■

鳴
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地
域

■

鳴
尾
地
域
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地
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地
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■
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■
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■

西
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浜
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■

西
宮
浜
地
域

■

春
風
地
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■

広
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鈴
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小
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子

山
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羽

天
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郎

宮
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真
一
郎

田
中

　孝
一

川
畑

　朋
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大
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春
名
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子

竹
内

　芳
枝
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　大
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樋
口

　照
夫

大
西

　麗
子

樽
本

　
　定

山
野
下
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二
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畑
中
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子

山
元

　直
子

岡

　
　牧
生

※本人、または家族に要支援・要介護や身体障害者手帳・療育手帳をお持ちでない世帯

フリガナの届け出にあたって、
法務省や市区町村に金銭を支払うよう

要求することはありません。

通知されたフリガナが誤っている場合は、
必ず届け出る必要がありますが、この

フリガナの届け出に手数料はかかりません。

届け出に手数料はかかりません

届け出をしなくても通知された氏名の
フリガナがそのまま戸籍に記載されます。

届け出をしなくても罰則はありません

コミュニティ推進大会を開催しました！

西宮コミュニティ協会は、2月9日に

「コミュニティ推進大会~参画と協働のまち

づくり~」を西宮市と協働で開催しました。

第1部では、長年にわたり自治会などの

会長として活躍している人に市から贈ら

れる「西宮市わがまち賞」、新しい地域の

創造に貢献している人に当協会から贈る

「コミュニティ協会賞」の表彰式が行われ
、

右記の皆さんが各賞を受賞しました。

第2部では、地域活性化・まちづくりコン

サルタントとして活動する水津陽子氏を招き
、

「違いを活かして地域が楽しくおおらかに

繋がるヒント」をテーマに講演を行いました
。

い

つな



～



火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

個人賠償責任補償

自転車保険入ってますか？

年額

交通共済交通共済

相手の方への補償も
追加でご加入になれます。
例：自転車で相手の方にケガを
させてしまった  など

※別途保険料が必要です

ご自身の補償
年齢制限なし

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

お見積り無料
詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。

※組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

（有）西宮協同サービスからのご案内

詳しい資料をお送りいたします。 まずはお気軽にお電話で！

兵庫県では
2015年10月1日から

義務化
されています

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険
集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さんなら

スマホでも
簡単アクセス

0120-24-9431通話料
無　料

西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください 西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス

営業時間
（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）

〒662-0914 西宮市本町5番33号

9：00～17：30

初　校
3／21

2　校
3／25

3　校
／

4　校
／

5　校
／

OY06082 宮っこ　5・6月号広告

「笑顔 元気 さわやかな挨拶」
ひろっぱも大活躍！ 広田小学校

今月の表紙〈広田地域〉
あい さつ

N
o.391  2025 年

5・
6 月
号
　
令
和
7（
2025）年

5月
1日
 通
巻
391号

　
編
集・発

行
／
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会（
☎
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391
May‒June 2025
5·6

西宮市民がつくる地域情報誌

（西百無）第0026号

（西宮浜地域）

阪神・淡路大震災後に
できた住宅地

写真でつづる西宮の歴史・風景：

芦
　
原

芦　　原

芦
原
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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